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チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
上
海
支
店
長
の
同
行
本
店
頭
取
宛
の
書
簡

（
一
九
三
七
年
四
月
二
三
日
）
の
一
節
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

当
地
の
為
替
市
場
に
お
け
る
支
配
が
外
国
銀
行
か
ら
中
国
系
銀

行
へ
移
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
国
系
銀
行
は
現
在
ロ
ン
ド
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
銀
行

と
の
間
で
直
接
的
な
金
融
取
引
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
外
国
為
替
銀
行
か
ら
か
な
り
独
立

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

外
国
銀
行
の
中
国
進
出
は
一
八
四
〇
年
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
以
来
、
在
中
国
の
外
国
銀
行
は
中
国
の
為
替
市
場
を
支
配
し
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
五
年
一
一
月
に
行
な
わ
れ
た
幣
制

（
１
）

改
革
は
状
況
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
一
九
三
四
年
の
米
国
銀
購
買

政
策
に
よ
り
、
大
量
の
銀
が
中
国
か
ら
流
出
し
、
通
貨
の
収
縮
に
よ

り
、
金
融
恐
慌
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
南
京
政
府

は
銀
本
位
制
か
ら
管
理
通
貨
体
制
に
移
行
し
た
。

幣
制
改
革
が
実
施
さ
れ
る
以
前
、
銀
の
輸
出
入
は
主
に
外
国
銀
行

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
た
め
、
為
替
市
場
は
外
国
銀
行
の
支
配
下
に

置
か
れ
た
。
だ
が
南
京
政
府
が
貨
幣
供
給
権
を
握
る
こ
と
に
よ
り
、

外
国
銀
行
の
影
響
力
は
か
な
り
弱
め
ら
れ
、
中
国
金
融
市
場
に
お
け

る
優
位
が
大
き
く
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
外

国
銀
行
の
優
位
に
対
す
る
挑
戦
は
、
幣
制
改
革
が
行
な
わ
れ
た
以
降

に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
頭
以
降
、
中
国

中
国
幣
制
改
革
と
香
港
上
海
銀
行

蕭

文

嫻



35

経
済
、
と
り
わ
け
金
融
・
銀
行
面
に
お
い
て
南
京
国
民
政
府
が
よ
り

大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
政
府
の
経
済
介
入
に

伴
う
新
秩
序
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。

本
稿
の
課
題
は
、
外
国
銀
行
、
と
り
わ
け
当
時
中
国
為
替
市
場
で

最
優
位
に
立
っ
て
い
た
香
港
上
海
銀
行
（
以
下
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
略
す
）
が

こ
う
し
た
新
し
い
状
況
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
、
同

行
の
幣
制
改
革
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
中
国
経
済
政
策
を
再

検
討
し
た
い
。

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
一
八
六
四
年
に
在
中
国
の
欧
米
諸
国
の
貿
易
商
人

に
よ
っ
て
香
港
で
設
立
さ
れ
た
。
一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
は
中
国
で

最
大
の
外
国
銀
行
と
な
っ
た
。
日
清
戦
争
以
降
の
対
清
政
府
国
債
発

行
に
あ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
界
と
の
間
で
緊
密
な
提
携
関
係

を
築
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
対
清
政
府
の
国
際
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
で
は

イ
ギ
リ
ス
の
在
中
国
代
表
と
し
て
、
そ
の
利
害
を
代
弁
し
た
の
で
あ

る
。
キ
ン
グ
教
授
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
社
史
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
の
経
営
に
関
し
て
最
も
包
括
的
で
重
要
な
研
究
で
あ
る
。
同
書
に

お
い
て
、
キ
ン
グ
教
授
は
一
九
三
五
～
四
一
年
の
間
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と

中
国
の
貨
幣
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
章
を
割
い
た
。
同
章
の
冒

頭
に
「
こ
の
章
の
主
要
な
焦
点
は
貨
幣
防
衛
者
と
し
て
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

（
２
）

で
あ
る
」
と
あ
り
、
同
行
が
い
か
に
中
国
政
府
に
協
力
し
た
か
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
京
国
民
政
府
の
経
済
介

入
の
拡
大
に
よ
り
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
め
ぐ
る
経
営
環
境
が
い
か
に
変
化

し
、
ま
た
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
の

議
論
が
な
さ
れ
ず
、
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

中
国
金
融
の
史
的
発
展
に
つ
い
て
、
近
年
多
く
の
研
究
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
大
半
は
中
国
系
銀
行
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
問
題
意
識
は
国
内
の
政
治
・
経
済
と
の

関
わ
り
に
集
中
し
て
お
り
、
中
国
系
銀
行
と
外
国
銀
行
と
の
間
の
関

係
に
対
す
る
関
心
は
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
九
三
五
年
の
中
国
幣
制
改
革
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

に
す
で
に
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
大
き
く
言
え
ば
、

一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
を
中
国
幣
制
の
変
革
過
程
に
位
置
付
け
る

も
の
と
幣
制
改
革
の
計
画
案
作
成
及
び
実
行
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
に

重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
国
際
関
係
の
重
要
性
を
い
ち
早
く
指
摘

し
た
野
沢
豊
編
『
中
国
の
幣
制
改
革
と
国
際
関
係
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
一
年
）
は
、
幣
制
改
革
が
日
本
側
の
反
対
と
英
米
両
政
府

の
協
力
と
い
っ
た
国
際
関
係
の
下
で
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。

同
書
を
は
じ
め
、
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
中
経
済
政
策
に
対
す
る

（
３
）（

４
）

（
５
）

（
６
）
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諸
研
究
の
評
価
は
、
①
日
本
側
に
対
す
る
配
慮
の
問
題
、
②
中
国
政

府
か
ら
大
量
の
銀
塊
を
買
い
上
げ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
（
一
九
三
五
年

か
ら
一
九
三
七
年
七
月
一
〇
日
ま
で
に
一
億
八
八
三
〇
万
オ
ン
ス
、
総
額

九
四
四
〇
万
米
ド
ル
）
と
比
較
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
ど
ち

ら
が
幣
制
改
革
の
実
行
に
あ
た
っ
て
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

か
の
二
点
を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
他
面
、
イ
ギ
リ
ス

の
対
中
政
策
の
中
に
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
拡
大
を
牽
制
す
る
意
図
が

あ
っ
た
か
否
か
な
ど
の
視
角
は
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
お
ら
ず
、
在
中
国

の
英
系
銀
行
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
中
経
済
政
策
形
成
と
の
関
連
を

十
分
に
把
握
し
た
と
は
言
え
な
い
。
本
論
文
で
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
内
部

資
料
を
利
用
し
て
、
右
記
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

一

在
上
海
の
外
国
銀
行

表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
三
六
年
時
点
で
中
国
に
進

出
し
て
い
る
外
国
銀
行
は
全
部
で
三
三
行
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

二
八
行
は
上
海
に
本
支
店
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
進
出
時
期
は
大

き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
一
九
一
四
年
以
前
に
進
出

し
た
銀
行
は
一
二
行
あ
る
。
外
国
銀
行
の
中
で
最
も
長
い
歴
史
を
持

つ
の
は
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
（
一
八
五
八
年
に
上
海
支
店
設
立
）
と
本

店
を
香
港
に
設
置
し
た
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
（
一
八
六
五
年
に
上
海
支
店
設
立
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
英
系
銀
行
二
行
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
一

八
九
〇
年
代
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
帝
国
主
義
期
」
に
進
出
し
た
日
本
、

欧
米
諸
国
の
銀
行
で
あ
る
。
②
一
九
一
四
年
か
ら
二
一
年
に
至
る
ま

で
の
第
一
次
世
界
大
戦
期
と
そ
の
直
後
に
進
出
し
た
銀
行
は
一
二
行

に
上
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
系
及
び
米
系
外
国
銀
行
で
あ
る
。
こ

れ
は
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
た
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
中
国
に
お
け

る
経
済
権
益
の
拡
大
を
反
映
し
て
い
る
。
③
一
九
二
二
年
～
二
九
年

の
間
で
は
新
た
な
銀
行
進
出
が
見
ら
れ
ず
、
一
九
三
〇
～
三
五
年
の

間
に
は
資
産
規
模
の
比
較
的
小
さ
い
三
行
が
上
海
に
本
店
を
開
設
し

て
い
る
。

一
九
一
四
年
以
前
に
進
出
し
た
諸
行
は
一
九
三
〇
年
代
に
至
っ
て

も
上
海
に
あ
る
外
国
銀
行
の
中
で
中
核
の
位
置
を
占
め
た
。
外
国
銀

行
の
中
国
で
の
活
動
分
野
は
一
九
一
四
年
に
お
い
て
す
で
に
形
成
さ

れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
貿
易
金
融
・
為
替
売
買
業
務
（
金
銀
の

海
外
輸
出
入
業
務
を
含
む
）、
②
現
地
銀
行
業
務
、
主
に
租
界
に
あ
る

外
国
人
・
外
国
企
業
か
ら
預
金
を
集
め
た
り
、
貸
付
を
行
っ
た
り
す

る
業
務
、
③
外
国
企
業
の
社
債
を
発
行
す
る
業
務
、
④
対
中
国
政
府

借
款
業
務
、
海
関
関
税
保
管
業
務
で
あ
る
。
た
だ
し
、
④
の
業
務
は

一
九
二
九
年
以
降
次
第
に
中
国
政
府
系
銀
行
に
移
行
し
た
。

在
中
国
外
国
銀
行
の
歴
史
は
か
な
り
長
い
が
、
そ
の
利
害
を
代
弁
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表
１

上
海

に
お

け
る

外
国

銀
行

一
覧

表（
１９３６

年
）

中
国
各
地
の
支
店
開
設
地

（
上
海
以
外
）

本
店
所
在
地

会
計
単
位

払
込
資
本
高

開
設
年

（
中
国
）

金
融
機
関
名

日
系

漢
口
・
広
州
・
香
港
・
厦
門
・
福
州
・
汕
頭

台
北

円
１３
,125,000

１９１１
台
湾
銀
行

天
津
・
青
島

ソ
ウ
ル

円
２５
,000,０００

１９１８
朝
鮮
銀
行

な
し

東
京

円
６２
,５００
,０００

１９１７
三
菱
銀
行

な
し

東
京

円
６０
,０００
,０００

１９１７
三
井
銀
行

な
し

大
阪

円
５０
,０００
,０００

１９１６
住
友
銀
行

漢
口
・
広
州
・
天
津
・
香
港
・
北
平
・
青
島

横
浜

円
１００
,０００
,０００

１８９３
横
浜
正
金
銀
行

な
し

上
海

円
１００
,０００

１９１７
上
海
銀
行

な
し

漢
口

円
２５０
,０００

１９３２
漢
口
銀
行

英
系

天
津
・
漢
口
・
広
州
・
香
港
・
北
平
・
青
島

ロ
ン
ド
ン

英
ポ
ン
ド

３
,０００
,０００

１８５７
麦
加
利
銀
行（

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
）

（
C
hartered

B
ank
ofIndia,A

ustralia
and
C
hina）

天
津
・
漢
口
・
広
州
・
北
平
・
青
島
・

福
州
・
汕
頭
・
厦
門
・
芝
罘

香
港

香
港
ド
ル

２０
,０００
,０００

１８６５
匯
豊
銀
行（

香
港
上
海
銀
行
）

（
H
ongkong

and
ShanghaiB

anking
C
orporation）

香
港

ロ
ン
ド
ン

英
ポ
ン
ド

１
,０５０
,０００

１８５４
有
利
銀
行（

マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
）

（
M
ercantile

B
ank
ofIndia）

香
港

ロ
ン
ド
ン

英
ポ
ン
ド

１９２０
Ｐ
＆
Ｏ
銀
行

（
P.&

O
.B
anking

C
orporation）

な
し

香
港

英
ポ
ン
ド

５００
,０００

１９３０
新
沙
遜
銀
行

（
E
.D
.Sassoon

B
anking

C
o.）

な
し

上
海

海
関
両

２００
,０００

１９３２
達
商
銀
行

Finance
B
anking

C
orporation

な
し

ロ
ン
ド
ン

英
ポ
ン
ド

１９３４
莫
斯
科
銀
行

M
oscow

N
arodny

B
ank

米
系

香
港
・
天
津
・
北
平

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

米
ド
ル

６
,０００
,０００

１９１９
美
国
運
通
銀
行（

ア
メ
リ
カ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
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（
A
m
erican

E
xpress

C
om
pany,Inc.）

香
港
・
天
津

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

米
ド
ル

５
,０００
,０００

１９２０
大
通
銀
行（

チ
ェ
ー
ス
・
バ
ン
ク
）

（
C
hase

B
ank）

北
京
・
天
津
・
漢
口
・
広
州

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

米
ド
ル

１２７
,５００
,０００

１９０２
花
旗
銀
行（

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
・
バ
ン
ク
）

（
FirstN

ationalC
ity
B
ank
ofN
ew
Y
ork）

香
港

上
海

中
国
元

５００
,０００

１９３０
友
邦
銀
行

（
U
nderw

riters
Savings

B
ank
for
the
Far
E
ast）

大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

天
津
・
漢
口
・
広
州
・
北
平
・
香
港
・
昆
明

パ
リ

フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン

１２０
,０００
,０００

１８９９
東
方
匯
理
銀
行（

イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
）

（
B
anque

de
L’Indochine）

香
港
・
天
津
・
北
平

パ
リ

フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン

５０
,０００
,０００

１９２３
中
仏
工
商
銀
行

（
B
anque

Franco-C
hinoise

pour
le
C
om
m
erce

etl’Industrie）
天
津

上
海

中
国
元

５００
,０００

１９２１
匯
源
銀
行

（
U
nion

M
obilie’re

Societe’Francaise）
天
津
・
漢
口
・
香
港

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン

１４７
,０４４
,０００

１９０２
華
比
銀
行

（
B
anque

B
elge

pour
l'E
tranger,E

xtrem
e
O
rient）

天
津
・
漢
口
・
香
港

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン

７０
,０００
,０００

１９０７
義
品
放
款
銀
行

（
C
reditFoncier

pour
l'E
xtrem

e
O
rient）

香
港

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

ギ
ル
ダ
ー

３８０
,０３０
,０００

１９０３
荷
蘭
銀
行

（
N
ederlandsche

H
andel-M

aatschappji）
香
港
・
厦
門

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

ギ
ル
ダ
ー

５５
,０００
,０００

１９２０
安
達
銀
行

（
N
ederlandsche

Indische
H
andelsbank）

天
津
・
漢
口
・
広
州
・
青
島

上
海

中
国
元

５
,７０５
,０００

１８８９
独
亜
銀
行

（
D
eutsche-A

siatische
B
ank）

天
津

上
海

米
ド
ル

１
,０００
,０００

１９２０
華
義
銀
行

（
B
anca

Italiana
per
la
C
ina）

出
所
：
Frank

M
.T
am
agna,B

anking
and
F
inance

in
C
hina,N

ew
Y
ork,1942,pp.96-97、

濱
田
峰
太
郎『

中
国
最
近
金
融
史
』（
東
洋
経
済
新
報
社
発
行
、１９３６

年
）、
pp.254-

256
よ
り
作
成
。
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す
る
組
織
は
、
一
九
一
六
年
に
初

め
て
設
立
さ
れ
た
。
為
替
業
務
を

営
む
外
国
銀
行
を
中
心
に
作
ら
れ

た
「
上
海
外
国
為
替
銀
行
協
会

（Shanghai
Foreign

E
xchange

B
ankers

A
ssociation

）」
は
中
国

進
出
の
歴
史
の
最
も
長
い
チ
ャ
ー

タ
ー
ド
銀
行
が
幹
事
銀
行
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
、
中
国
系
銀
行
の
為
替
業

務
分
野
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、

「
上
海
外
国
為
替
銀
行
協
会
」、
在

上
海
の
中
国
系
銀
行
の
業
界
団

体
「
上
海
銀
行
同
業
公
会
」、
在

上
海
の
伝
統
金
融
機
関
で
あ
る
銭

荘
の
業
界
団
体
「
上
海
銭
業
公

会
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
上

海
国
際
銀
銭
公
会
（A

ssociation

ofShanghaiB
anks

）」
が
一
九
二

九
年
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

（

）
１０

（

）
１１

た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
九
年
頃
に
中
国
系
の
金
融
機
関
と
外
国

銀
行
の
相
互
関
係
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

銀
保
有
に
関
し
て
も
同
様
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
上
海
に
お
け
る

金
融
の
市
場
現
象
と
し
て
銀
の
市
場
在
高
と
そ
の
移
動
が
、
金
融
の

緊
縮
緩
和
と
最
も
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
量
は

原
則
的
に
は
中
国
に
お
け
る
銀
の
輸
出
入
の
量
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
銀
の
輸
出
入
が
自
由
な
時
代
に
お
い
て
通
貨

の
枯
渇
に
基
づ
く
金
融
の
逼
迫
に
は
海
外
か
ら
の
銀
輸
入
に
よ
っ
て

対
応
し
、
反
対
に
市
場
の
通
貨
が
過
剰
に
な
っ
た
と
き
に
は
こ
れ
を

海
外
に
輸
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
一
九
三
二
年
以
降
、
農

村
の
恐
慌
に
よ
り
銀
が
中
国
各
地
か
ら
上
海
へ
移
入
さ
れ
、
上
海
の

銀
市
場
在
高
が
急
増
し
た
。

表
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
海
の
銀
は
主
に
中
国
系
銀
行
と
外

国
銀
行
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
中
国
の

通
貨
発
行
は
依
然
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
海
な
ど
の
大

都
市
に
お
い
て
は
中
国
系
銀
行
（
政
府
系
銀
行
及
び
民
間
銀
行
）
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
銀
行
券
が
主
要
な
通
貨
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

中
国
系
銀
行
が
銀
貨
を
銀
行
券
の
発
行
準
備
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
外
国
銀
行
の
上
海
に
お
け
る
銀
保
有
高
の
比
重
が
大
き
く
下

が
り
、
一
九
一
四
年
に
は
九
割
以
上
で
あ
っ
た
の
が
一
九
二
八
年
～

表２ 上海諸銀行の銀所有（１９２８-３５年） （単位：千中国元）

１９３５
１１月６日

１９３４１９３３１９３２１９３１１９３０１９２９１９２８

４２,９２０５４,７０２２７５,６６０１８５,０４５８６,８８３９５,６６３９６,５７３６８,２６０外国銀行合計高
２７２,４３６２８０,４８２２７１,８２８２３３,４１９１７９,３０３１６６,２８４１４４,９８０１０１,９６４中国系銀行合計高
３１５,３５６３３５,１８４５４７,４８８４１８,４６４２６６,１８６２６１,９４７２４１,５５３１７０,２２４総計

８,３９０７,４７６８３,９２１７１,３１６２９,７６３６０,１０９４８,６３７３１,０８０HSBC
１９.５５％１３.６７％３０.４４％３８.５４％３４.２６％６２.８３％５０.３６％４５.５３％外国銀行に占める割合

出所：Tamagna,op.cit.,p.104.
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三
三
年
ま
で
の
間
で
は
上
海
の
銀
保
有
高
の
三
割
か
ら
五
割
ま
で
低

下
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
先
に
述
べ
た
一
九
三
四
年
以
降
の
中
国
か

ら
外
国
へ
の
大
量
の
銀
流
出
に
よ
り
、
外
国
銀
行
の
銀
保
有
高
は
大

幅
に
減
少
し
た
。
上
海
の
外
国
銀
行
の
う
ち
、
銀
の
最
大
の
保
有
者

で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
銀
流
出
が
激
化
し
た
一
九
三
四
年
以
前
、
外

国
銀
行
の
保
有
合
計
高
の
約
三
割
か
ら
六
割
を
占
め
て
い
た
が
、
一

九
三
四
年
以
降
十
数
％
に
ま
で
下
が
っ
た
。

一
九
二
七
年
～
三
六
年
の
間
の
一
〇
年
間
は
中
国
近
代
銀
行
業
の

「
黄
金
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
中
国
近
代
銀
行
業

の
特
徴
は
急
速
な
規
模
拡
大
と
銀
行
資
源
が
大
銀
行
に
集
中
す
る
こ

と
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
、
中
国
に
は
一
六
〇
の
中
国
系
銀
行
が
あ

り
、
そ
の
払
込
資
本
合
計
額
と
預
金
合
計
高
は
そ
れ
ぞ
れ
一
億
六
七

〇
〇
万
中
国
元
と
一
〇
億
九
〇
〇
〇
万
中
国
元
で
あ
っ
た
。
一
九
三

六
年
末
、
銀
行
数
は
一
六
四
行
ま
で
微
増
し
て
い
る
が
、
そ
の
払
込

資
本
合
計
額
と
預
金
合
計
高
は
四
億
三
〇
〇
万
中
国
元
と
四
五
億
九

一
〇
〇
万
中
国
元
ま
で
増
大
し
た
。
一
六
四
行
の
う
ち
の
総
資
産
が

多
い
上
位
九
行
は
、
諸
銀
行
全
体
の
払
込
資
本
合
計
額
の
二
六
％
、

二

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
中
国
政
府
系
銀
行
の
経
営

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
比
較

（

）
１２

預
金
合
計
高
の
五
八
％
、
貸
出
合
計
高
の
六
二
％
、
総
資
産
合
計
高

の
五
四
％
を
占
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
大
手
九
行
の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
政
府
の
特

殊
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
、
近
代
中
国
系
銀
行
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
中
国
銀
行
と
交
通
銀
行
及
び
一
九
二
八
年
に
設
立
し
た
中
国
中
央

銀
行
で
あ
る
。
こ
の
三
行
は
、
南
京
政
府
期
に
お
い
て
中
国
金
融
市

場
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
三
五
年
三
月
、
中
国
銀

行
と
交
通
銀
行
は
南
京
政
府
の
資
本
注
入
に
よ
り
、
完
全
に
政
府
の

支
配
下
に
置
か
れ
、
政
府
と
の
関
係
が
一
層
緊
密
な
も
の
と
な
っ
た
。

で
は
、
こ
う
し
た
政
府
系
銀
行
を
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
比
較
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
経
営
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
比
較
す
る
前

に
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
銀
行
活
動
が
中
国
系
銀
行
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
主
に
中
国
と
諸
外
国
と
の
間
で
の
為
替
業
務
な
ど
の
金

融
業
務
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ
め
、
世
界
各
地
に

支
店
網
を
張
り
巡
ら
せ
、
ま
た
中
国
国
内
に
は
条
約
港
を
中
心
に
支

店
を
設
置
し
て
い
た
。
他
方
、
中
国
系
銀
行
は
一
九
三
〇
年
代
初
頭

に
至
る
ま
で
主
に
国
内
金
融
に
重
点
を
置
き
、
中
国
銀
行
の
よ
う
な

大
手
銀
行
は
中
国
国
内
の
一
六
の
省
に
一
〇
〇
以
上
の
支
店
を
展
開

し
た
。

（

）
１３

（

）
１４

（

）
１５
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表
３
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
中
国
政
府
系
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
の

主
要
項
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー

ト
上
の
会
計
単
位
は
中
国
元
で
は
な
く
香
港
ド
ル
で
あ
る
が
、
香
港

ド
ル
と
中
国
元
の
価
値
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
両
者

の
価
値
が
同
じ
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

比
較
の
結
果
、
四
つ
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
株
主
資
本
（
＝
資
本
金
＋
積
立
金
）

中
国
政
府
系
銀
行
は
一
九
三
五
年
三
月
の
経
済
危
機
の
最
中
に
、

内
国
債
発
行
に
よ
り
、
払
込
資
本
金
を
二
倍
以
上
に
引
き
上
げ

た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
中
央
銀
行
、
中
国
銀
行
及
び
交
通
銀
行

の
払
込
資
本
を
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
万
元
か
ら
一
億
中
国
元
に
、

二
五
〇
〇
万
元
か
ら
四
〇
〇
〇
万
中
国
元
に
、
一
〇
〇
〇
万
元

か
ら
二
〇
〇
〇
万
中
国
元
に
増
資
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｈ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
一
九
二
一
年
以
降
増
資
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、

一
九
三
六
年
に
お
い
て
、
中
国
政
府
系
銀
行
の
払
込
資
本
金
合

計
額
が
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
積

立
金
の
点
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
中
国
政
府
系
銀
行
を
大
幅

に
上
回
っ
た
の
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
財
務
状
況
が
は
る
か
に
安
定

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

②
預
金
・
株
主
資
本
比
率

（

）
１６

表３ 中国政府系銀行とHSBCのバランス・シートの主要項目

純利益率純利益貸出・
預金比率

貸出預金・株主
資本比率

預金積立金払込
資本金

年度

⑤/①＋②⑤④/③④③/①＋②③②①

７.９９％３,８１００.４３１４１,５００６.９１３２９,３００３２,６５０１５,０００１９１４HSBC
１３.７９％１０,８０００.４２２０２,１００６.１４４８０,９００５８,３００２０,０００１９２１（千香港ドル）
１３.７０％１６,５０００.５６４３２,３００６.４２７７３,５００１００,４００２０,０００１９３１
１１.１９％１５,１０００.５８４９３,８００６.２１８３７,９００１１４,９００２０,０００１９３６

２０.７３％４,８７０１.０８９７,９５３３.８５９０,５８８３,４９６２０,０００１９３１中国中央銀行
１６.２８％１７,７４９０.６８４８７,５００６.５４７１３,８００９,０００１００,０００１９３６（千中国元）

１３.５０％１,３６９０.８６４９,９６８５.７７５８,３９１１１３１０,０００１９１４中国銀行
１.９０％５４９０.９８１７２,３２２６.１８１７６,１８２１０,２１３１８,２８１１９２１（千中国元）
６.６７％１,８３７０.７２３３３,９００１６.８０４６２,７００２,８３１２４,７０７１９３１
６.４０％２,７１９０.７２７６７,５００２５.１７１,０６４,３００２,２７０４０,０００１９３６

０.００％－１０.８３９６,６７４１０.１６１１５,９４７３,９１３７,４９８１９２１交通銀行
５.１３％７８８０.７４１３８,８００１２.１４１８６,５００６,６３８８,７２４１９３１（千中国元）
０.５６％１,５２９０.６９３８２,０９６１９.７７５５４,１６２７,２７２２０,０００１９３６

出所：HSBCに関しては、King,op.cit.,vol.2,p.567,vol.3,p.182,
中国政府系諸銀行年に関しては、中国銀行総管理処経済研究室編『中国重要銀行最近営業慨況研究
（１９２１-１９３１）』、Tamagna,op.cit.,pp.131,134,138,Young,op.cit.,pp.488-491により作成。
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一
九
三
一
年
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
政
府
系
銀
行
の
預
金
合

計
額
を
上
回
る
ほ
ど
巨
額
の
預
金
残
高
を
誇
っ
た
が
、
一
九
三

二
年
以
降
の
農
村
に
お
け
る
恐
慌
の
深
刻
化
に
よ
り
、
銀
が
上

海
の
中
国
系
銀
行
に
集
中
し
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
一
九
三
五
年

三
月
の
南
京
政
府
に
よ
る
中
国
銀
行
・
交
通
銀
行
の
国
有
化
に

よ
り
、
同
二
行
の
預
金
が
一
段
と
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
一

九
三
六
年
の
時
点
で
中
国
銀
行
が
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
抜
い
て
預
金
残

高
に
お
い
て
最
大
の
銀
行
と
な
っ
た
。
預
金
の
株
主
資
本
に
対

す
る
比
率
で
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
安
定
し
た
推
移
を
見
せ
た
の
に

対
し
て
、
中
国
政
府
系
銀
行
は
比
率
の
拡
大
が
見
ら
れ
た
。
そ

れ
は
預
金
が
政
府
系
銀
行
に
と
っ
て
重
要
な
資
金
源
泉
と
な
っ

た
こ
と
を
意
味
し
、
金
融
市
場
の
収
縮
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
高

い
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

③
貸
出
・
預
金
比
率

貸
出
・
預
金
比
率
で
は
全
時
期
に
お
い
て
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
中
国
政

府
系
銀
行
よ
り
低
く
、
資
金
の
流
動
性
が
よ
り
高
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。

④
株
主
資
本
に
対
す
る
純
益
率

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
純
益
率
は
一
九
二
一
年
以
降
に
お
い
て
総
じ
て
一

〇
％
以
上
で
推
移
し
て
い
た
。
そ
れ
は
中
国
銀
行
、
交
通
銀
行

と
比
較
し
て
か
な
り
高
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
中
国
中
央
銀
行

よ
り
は
低
か
っ
た
。

諸
銀
行
の
純
利
益
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
と
、
表
４
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
純
利
益
は
一
九
三
〇
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
か
な
り
落
ち
込
ん
だ
。
中
国
政
府
系
銀
行
の
中
で
最
も
後
発

の
中
国
中
央
銀
行
は
一
九
三
二
年
以
降
に
純
利
益
が
急
増
し
、
一
九

三
四
年
に
な
る
と
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
よ
り
も
多
く
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と

表４ 中国政府系銀行とHSBCの純利益高の比較（１９２８─
３６年） （単位：千中国元）

HSBC※合計交通銀行中国銀行中国中央銀行

１３,４００５７５７８－７６１２３９１９２８
１４,１００４,０６６６５１１,９６２１,４５３１９２９
２０,７００５,４９４７１９２,０８６２,６８９１９３０
１６,５００６,２１４７７０１,８３７３,６０７１９３１
１６,９００１４,２６２４０１１,８４８１２,０１３１９３２
１５,２００１３,７７６９００１,９２４１０,９５２１９３３
１３,０００１７,９５９９９４１,９３３１５,０３２１９３４
１２,１００１４,５３７１,４０２３,６０２９,５３３１９３５
１５,１００２１,９９８１,５２９２,７２０１７,７４９１９３６

※HSBCの純益高の単位は千香港ドルである。
出所：同表３に同じ。
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が
で
き
た
。
中
国
中
央
銀
行
が
高
い
利
益
を
上
げ
た
と
い
う
点
は
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

中
国
中
央
銀
行
の
業
務
に
つ
い
て
当
時
中
国
南
京
政
府
の
金
融
顧

問
（FinancialA

dviser

）
を
務
め
た
ア
メ
リ
カ
人
ヤ
ン
グA

rthur
N
.

Y
oung

は
著
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
九
二
八
年

か
ら
一
九
三
六
年
の
間
に
政
府
は
中
国
中
央
銀
行
に
大
き
く
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
五
年
末
に
至
る
と
、
同
行
の
貸
付
、
割

引
、
貸
越
及
び
所
有
し
た
証
券
の
ほ
と
ん
ど
は
財
政
部
や
政
府
諸
機

関
へ
の
貸
出
で
あ
る
」。
ま
た
、
同
書
は
「
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
銀

行
が
資
本
に
対
し
て
容
易
に
収
益
率
を
上
げ
た
の
は
、
大
き
く
変
動

し
た
外
国
為
替
相
場
に
よ
る
為
替
取
引
や
中
国
で
世
界
市
場
よ
り
安

い
価
格
で
買
い
付
け
ら
れ
た
金
の
輸
出
な
ど
の
利
益
の
お
か
げ
で
あ

る
が
、
為
替
相
場
の
安
定
及
び
市
場
の
発
展
に
よ
る
金
利
低
下
に
伴

い
、
今
後
は
こ
う
し
た
利
益
を
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、

一
九
三
五
年
に
至
る
ま
で
の
利
益
の
か
な
り
の
部
分
が
為
替
業
務
に

よ
る
も
の
と
指
摘
し
た
。

結
論
を
言
う
と
、
一
九
三
六
年
に
お
い
て
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
中
国
で
最

大
規
模
の
銀
行
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
中
国
政
府
系
銀
行
と
比
べ
て
、

財
務
状
況
が
よ
り
健
全
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
中
国

系
銀
行
の
中
で
最
も
高
い
利
益
を
上
げ
た
中
国
中
央
銀
行
は
、
為
替

（

）
１７

（

）
１８

業
務
か
ら
も
か
な
り
の
利
益
を
獲
得
し
た
。
同
行
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に

と
っ
て
無
視
で
き
な
い
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
。

中
国
系
銀
行
の
為
替
分
野
へ
の
参
入
は
一
九
一
七
年
前
後
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
為
替
市
場
へ
の
進
出
に
大
き
な
進
展
を

も
た
ら
し
た
の
は
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
に
お
い
て
中
国
銀
行
が
国

際
為
替
銀
行
と
し
て
政
府
の
特
許
を
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国

銀
行
は
政
府
対
外
借
款
の
元
利
返
済
に
関
わ
る
為
替
業
務
を
委
託
さ

れ
た
が
、
一
九
三
二
年
以
降
の
中
国
中
央
銀
行
の
外
国
為
替
業
務
へ

の
参
入
に
伴
い
、
中
国
銀
行
は
民
間
経
済
に
関
わ
る
為
替
業
務
へ
の

転
換
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
行
は
外
国
銀
行
の
よ
う
に
ロ
ン
ド

ン
な
ど
で
外
貨
建
預
金
を
集
め
て
い
な
い
の
で
、
同
行
ロ
ン
ド
ン
支

店
は
英
ポ
ン
ド
建
て
の
中
国
国
債
を
購
入
し
、
そ
れ
を
担
保
に
ロ
ン

ド
ン
市
場
か
ら
短
期
資
金
を
調
達
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
行
ロ
ン

ド
ン
支
店
の
為
替
業
務
は
英
ポ
ン
ド
建
て
中
国
国
債
の
規
模
に
よ
っ

て
制
限
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
六
年
末
に
、
同
行
は
ロ
ン
ド
ン
支
店

の
ほ
か
、
大
阪
支
店
（
一
九
三
一
年
開
設
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店

（
一
九
三
六
年
開
設
）
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
（
一
九
三
六
年
開
設
）

三

中
国
に
お
け
る
外
国
為
替
業
務

─
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
中
国
中
央
銀
行
を
中
心
に
─

（

）
１９
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の
四
つ
の
海
外
支
店
を
持
っ
て
い
る
。
外
国
銀
行
と
比
べ
て
同
行
の

海
外
支
店
網
は
貧
弱
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
三
五
年
三
月
の

組
織
再
編
に
至
る
ま
で
は
上
海
為
替
市
場
で
外
国
銀
行
と
拮
抗
す
る

勢
力
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

他
方
、
一
九
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
中
央
銀
行
は
、
一
九
三

〇
年
二
月
の
「
海
関
金
単
位
（
純
金
〇
・
六
〇
一
八
六
グ
ラ
ム
）」
の
創

設
を
き
っ
か
け
に
、
金
を
も
っ
て
輸
入
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。「
海
関
金
単
位
」
は
も
と
も
と
中
国
に
招
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

ケ
メ
ラ
ー
教
授E

.W
.K
em
m
erer

の
発
案
で
あ
っ
た
。
ケ
メ
ラ
ー

教
授
が
南
京
国
民
政
府
に
提
出
し
た
「
中
国
漸
進
金
本
位
制
法
案
」

の
草
案
の
中
で
純
金
〇
・
六
〇
一
八
六
グ
ラ
ム
の
貨
幣
単
位
「
孫
」

を
提
案
し
た
。
海
関
輸
入
の
外
国
貨
物
は
そ
の
原
価
が
い
か
な
る
貨

幣
で
あ
れ
、
す
べ
て
規
定
し
た
比
率
に
照
ら
し
て
「
海
関
金
単
位
」

に
換
算
す
る
。
海
関
金
単
位
の
銀
貨
幣
に
対
す
る
比
価
は
、
中
国
中

央
銀
行
が
外
国
為
替
相
場
を
基
準
に
し
て
決
定
し
、
海
関
が
毎
日
公

表
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
三
一
年
以
降
、
中
国
中
央
銀
行
は
海
関

金
単
位
の
管
理
に
乗
り
出
し
た
。
当
初
、
単
な
る
貨
幣
的
計
算
単
位

に
過
ぎ
な
か
っ
た
海
関
金
単
位
は
関
金
支
票
や
兌
換
券
の
よ
う
な
具

体
的
な
流
通
手
段
の
形
式
を
取
る
に
い
た
っ
た
。
海
関
金
単
位
の
創

設
を
契
機
に
、
同
行
は
海
外
と
の
間
の
関
係
強
化
を
図
り
、
組
織
再

（

）
２０

（

）
２１

編
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
な
ど
に
あ
る
諸
銀
行
と
コ

ル
レ
ス
契
約
を
締
結
し
、
海
外
諸
銀
行
と
の
間
で
直
接
な
為
替
取
引

が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
で
の

口
座
開
設
は
一
九
三
六
年
初
頭
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
海
関
関
税
が
金
建
て
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
為
替
市
場
に
お
け
る
中
国
中
央
銀
行
の
役
割
は
以
前
と
比
較
し

て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

さ
ら
に
、
一
九
二
九
年
二
月
よ
り
、
関
税
自
主
権
を
獲
得
し
た
南

京
政
府
は
こ
れ
ま
で
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
た
海
関
関
税
を

一
九
三
二
年
ま
で
に
次
第
に
中
国
中
央
銀
行
に
よ
っ
て
保
管
す
る
よ

う
に
し
た
。
一
九
三
二
年
八
月
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
中
国
銀
行
に

よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
関
税
や
政
府
に
委
託
さ
れ
た
外
債
償
還

業
務
は
中
国
中
央
銀
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
行
は

関
税
金
為
替
部
を
為
替
局
と
し
て
組
織
変
革
し
、
外
国
為
替
業
務
に

参
入
し
た
。

中
国
中
央
銀
行
の
為
替
市
場
に
お
け
る
地
位
は
、
一
九
三
三
年
の

中
国
中
央
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
の
金
輸
出
禁
止
、
一
九
三
四
年
一

〇
月
に
お
け
る
標
金
取
引
の
管
理
規
制
及
び
銀
輸
出
税
の
引
き
上

げ
・
平
衡
均
税
の
設
定
に
よ
っ
て
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
標
金

取
引
は
主
に
中
国
人
間
で
行
わ
れ
、
そ
の
価
格
は
金
銀
相
場
に
よ
っ

（

）
２２
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て
決
定
さ
れ
、
海
外
市
場
、
と
り
わ
け
ロ
ン
ド
ン
市
場
の
金
価
格
に

基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
九
月
八
日
、

南
京
政
府
は
外
国
為
替
及
び
標
金
市
場
に
お
け
る
取
引
の
決
済
方
法

を
改
正
さ
せ
た
。
標
金
取
引
は
為
替
市
場
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
為

替
相
場
に
間
接
的
な
影
響
を
与
え
た
。
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
五
日

か
ら
、
従
来
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
米
国
向
為
替
相
場
を
決
済
価
格
の
基
準
と

し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
「
海
関
金
単
位
を
基
準
に
」
改
正
し
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
の
一
種
の
米
ド
ル
取
引
市
場
が
海
関
金
の
取
引
市
場
と

な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
上
海
標
金
取
引
の
決
済
相
場
に
つ
い
て
、
第

一
次
大
戦
以
前
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
ロ
ン
ド
ン
宛
為
替
相
場
を
採
用
し
、

第
一
次
大
戦
中
及
び
そ
の
後
に
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
日
本
宛
為
替
相
場
、

さ
ら
に
一
九
三
一
年
に
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
米
国
宛
為
替
相
場
が
採
用
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が

握
っ
て
い
た
標
金
市
場
の
決
済
に
か
か
わ
る
主
導
権
が
南
京
政
府
に

よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

南
京
国
民
政
府
の
金
融
政
策
の
中
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
中
心
と
し
た

外
国
銀
行
の
間
で
特
に
反
発
を
呼
ん
だ
の
は
一
九
三
四
年
一
〇
月
の

銀
元
輸
出
税
の
問
題
で
あ
る
。
同
年
七
月
以
降
の
大
量
の
銀
輸
出
に

よ
っ
て
、
金
融
状
況
が
ま
す
ま
す
悪
化
し
た
。
中
国
当
局
は
対
策
と

し
て
、
銀
輸
出
税
・
平
衡
均
税
を
設
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
銀
平
価
切

（

）
２３

り
下
げ
策
に
反
対
し
て
い
た
中
国
系
銀
行
の
銀
行
家
た
ち
の
態
度
は

こ
の
頃
変
化
し
は
じ
め
た
。
銀
輸
出
税
の
引
き
上
げ
に
対
し
て
、
Ｈ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
上
海
支
店
長
の
ヘ
ン
チ
マ
ンA

.S.H
enchm

an

は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
店
支
配
人
に
対
す
る
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
そ
ち
ら
の
価
格
上
昇
の
対
抗
手
段
と
し
て
の
輸
出
税
の
大
幅
な
引

き
上
げ
に
関
し
て
、
私
が
最
も
憂
慮
し
て
い
る
点
の
一
つ
は
、
中
国

中
央
銀
行
が
そ
の
輸
出
税
か
ら
免
除
さ
れ
、
自
己
利
益
を
追
求
す
る

た
め
に
市
場
で
無
責
任
に
振
る
舞
う
こ
と
で
あ
る
」。

輸
出
税
の
引
上
げ
に
対
し
て
、
在
上
海
の
英
系
銀
行
は
英
外
務
省

に
銀
輸
出
税
に
関
し
て
南
京
政
府
に
抗
議
す
る
よ
う
に
陳
情
し
た
。

だ
が
、
英
大
蔵
省
は
在
上
海
の
英
系
銀
行
の
主
張
が
外
交
陳
情
の
対

象
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
英
大
蔵
省
の
見
方
で
は
、
中
国
政
府
が

自
国
の
最
大
の
利
益
の
た
め
に
真
の
努
力
で
困
難
な
状
況
に
対
応
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
在
中
国
の
外
国
銀
行
が
中
国
政
府
の
行
動
に

よ
っ
て
法
外
に
大
き
な
利
益
を
あ
げ
て
き
た
為
替
取
引
を
取
り
上
げ

ら
れ
た
の
は
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
が
、
英
大
蔵
省
は
輸
出
税
が
完
全

な
輸
出
禁
止
と
は
見
な
さ
ず
、
外
国
銀
行
が
銀
輸
出
を
排
除
さ
れ
た

の
で
は
な
い
と
考
え
た
。
英
大
蔵
省
の
考
え
で
は
、
困
難
な
状
況
に

あ
る
中
国
政
府
に
対
し
て
外
国
銀
行
は
助
け
の
手
を
差
し
伸
べ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
中
国
政
府
の
落
ち
度
に
よ
る
も
の
で
は
な

（

）
２４

（

）
２５
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く
、
他
国
の
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、

外
交
行
動
を
取
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
中
国
に
対
す
る
無
関
心
と
思
わ

れ
、
英
系
銀
行
の
中
国
に
お
け
る
状
況
を
改
善
し
な
い
だ
ろ
う
し
、

む
し
ろ
中
国
政
府
に
イ
ギ
リ
ス
の
態
度
が
友
好
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の

時
期
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
応
は
在
中
国
の
英
系
銀
行
に

と
っ
て
は
冷
淡
な
距
離
を
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

南
京
政
権
の
中
国
中
央
銀
行
に
対
す
る
強
化
策
に
対
し
て
、
一
九

三
四
年
一
〇
月
に
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
上
海
支
店
長
ヘ
ン
チ
マ
ン
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

ロ
ン
ド
ン
店
宛
の
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

こ
こ
で
は
外
国
銀
行
及
び
そ
の
他
の
外
国
人
を
無
能
な
状
態
に

す
る
と
い
う
意
図
が
見
ら
れ
て
き
た
。
過
去
数
年
間
に
お
い
て

は
こ
の
方
向
に
向
か
っ
て
あ
ら
ゆ
る
措
置
が
取
ら
れ
て
き
た
と

確
信
す
る
。
…
…
中
国
中
央
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
に
対
す
る

金
条
の
輸
出
禁
止
や
、
両
の
廃
止
、〔
銀
行
間
の
〕
清
算
を
〔
Ｈ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
か
ら
中
国
国
内
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
〕
連

合
準
備
機
構
に
任
せ
る
試
み
、
ま
た
最
近
〔
南
京
政
府
財
政
部
長

の
〕
孔
祥
熙
氏
が
標
金
取
引
所
の
自
由
を
剥
奪
し
、
金
条
価
格

を
中
国
中
央
銀
行
が
毎
日
設
定
し
た
海
関
金
単
位
の
価
格
に

よ
っ
て
統
制
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
最
後
に
銀
輸
出
に

（

）
２６

税
金
を
徴
収
す
る
。
こ
の
す
べ
て
は
間
違
い
な
く
外
国
銀
行
の

利
害
を
絶
え
ず
攻
撃
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
こ
う
し
た
一
連
の
為
替
市
場

に
お
け
る
中
国
中
央
銀
行
の
支
配
を
強
化
す
る
措
置
が
、
す
べ
て
ア

メ
リ
カ
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
中
国
中
央
銀
行
に
い
る
彼
の
ア
ジ
ア
系

の
同
僚
の
「
画
策
」
に
よ
る
も
の
と
見
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
同
行

が
指
し
た
ア
メ
リ
カ
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
一
九
二
九
年
に
米
国

か
ら
中
国
へ
派
遣
さ
れ
、
中
国
に
「
漸
進
的
な
金
本
位
制
」
を
提
案

し
た
ケ
メ
ラ
ー
教
授
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
た
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
の
こ
と
で
あ
り
、
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
後
彼
ら
は
中
国
政
府
の

財
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
中
国
に
残
っ
た
。
そ
の
中
で
幣
制
と
特

に
関
わ
っ
た
の
は
中
国
中
央
銀
行
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
リ
ン
チ

F.B
.Lynch

（
一
九
二
九
年
～
四
二
年
勤
務
）、
税
制
の
財
政
顧
問
で

あ
る
ロ
ッ
ク
ハ
ー
トO

liver
C
.Lockhart

（
一
九
二
九
年
～
四
〇
年

勤
務
）
と
通
貨
面
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
ヤ
ン
グ
（
一
九
二
九
年
～

四
七
年
勤
務
）
で
あ
る
。

同
行
の
推
測
は
的
中
し
た
。
と
い
う
の
は
後
（
五
）
で
見
る
よ
う

に
幣
制
改
革
の
原
案
は
実
は
ヤ
ン
グ
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ヤ
ン
グ
が
著
作
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（

）
２７

（

）
２８

（

）
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外
国
の
ア
ド
バ
イ
ス
及
び
技
術
的
な
援
助
に
関
し
て
、
通
貨
面

の
問
題
へ
の
対
応
ほ
ど
重
要
な
分
野
は
な
い
。
一
九
三
〇
年
の

海
関
金
単
位
採
用
、
銀
の
変
動
へ
の
対
応
及
び
一
九
三
四
年
の

自
由
な
銀
本
位
制
か
ら
の
離
脱
、
一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
を

計
画
す
る
こ
と
、
米
大
蔵
省
へ
の
銀
売
却
を
含
め
た
改
革
を
実

行
す
る
こ
と
、
新
為
替
相
場
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
の
為
替

取
引
、
中
国
中
央
銀
行
を
中
央
準
備
銀
行
へ
転
換
さ
せ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
そ
の
重
要
な
事
例
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
。
リ

ン
チ
、
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
と
私
は
こ
う
し
た
こ
と
に
深
く
関
わ
り
、

と
り
わ
け
一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
計
画
の
準
備
に
活
動
し
た
。

こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
中
国
の
通
貨
・
金
融
に

お
け
る
変
革
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

本
来
な
ら
、
中
国
の
外
債
の
元
本
・
利
子
償
還
は
年
間
五
二
〇
万

ポ
ン
ド
（
一
九
三
三
年
の
為
替
レ
ー
ト
で
は
約
八
六
〇
〇
万
元
）
以
上

に
対
し
て
、
輸
入
関
税
が
年
間
約
二
億
六
〇
〇
〇
万
元
（
一
九
三
三

年
の
デ
ー
タ
）
と
さ
れ
て
お
り
、
中
国
中
央
銀
行
は
潤
沢
な
外
貨
準

備
を
獲
得
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
京
政
府

に
よ
る
外
国
で
の
武
器
購
入
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
結
果
、
中
国
中
央

銀
行
が
銀
調
達
を
行
う
際
に
は
上
海
金
融
市
場
に
お
け
る
外
貨
の
先

（

）
３０

物
を
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
保
有
す
る
準
備
が
貧
弱
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幣
制
改
革
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
為
替
市
場

を
統
制
す
る
ほ
ど
の
影
響
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
三
月
、
中
国
銀
行
と
交
通
銀
行
が
事
実
上
中
国
南
京

政
府
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
南
京
政
府
は
中
国
系

諸
銀
行
全
体
の
銀
行
資
源
の
約
四
分
の
三
を
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
、

中
国
の
金
融
構
造
を
大
幅
に
転
換
さ
せ
た
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
上
海
支
店
の

書
簡
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

〔
前
財
政
部
長
・
中
国
中
央
銀
行
創
設
者
〕
宋
（
子
文
）
が
中
国
銀

行
の
頭
取
に
な
り
、
実
質
上
こ
こ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
を
支

配
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
す
で
に
電
報
で
見
た
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
外
国
銀
行
と
の
間
で
の
協
力
に
な
る
か
あ
る
い
は
そ
の
反

対
を
意
味
す
る
か
は
こ
れ
か
ら
分
か
る
だ
ろ
う
が
私
は
あ
る
程

度
危
惧
を
持
っ
て
事
態
を
注
目
し
て
い
る
。
宋
は
投
機
家
を
止

め
さ
せ
る
よ
う
に
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
中
国
中
央
銀
行
、
及
び
中
国
銀

行
が
協
力
す
る
と
い
う
話
題
を
繰
り
返
し
た
。
中
国
中
央
銀
行

が
時
に
は
こ
こ
の
最
大
の
投
機
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
私
が
理
解
す
る
限
り
、
恐
ら
く
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
と
っ
て
参

加
す
る
余
地
が
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
側
に
と
っ
て
私

た
ち
に
利
用
価
値
が
あ
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
同
盟
に
止
ま
れ

（

）
３１

（

）
３２
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る
だ
ろ
う
が
、
い
つ
か
中
国
中
央
銀
行
が
私
た
ち
を
為
替
市
場

に
お
い
て
代
替
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
五
年
四
月
、
宋
子
文
が
上
海
外
国
為
替
銀
行
協
会
に
対
し

て
健
全
な
通
貨
を
維
持
す
る
た
め
の
協
力
を
申
し
込
ん
だ
。
そ
れ
に

関
し
て
、
同
協
会
は
一
定
期
間
内
の
銀
輸
出
停
止
と
い
う
「
紳
士
協

定
」
の
成
立
に
同
意
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
宋
子
文
の
要
請
に

応
え
、
南
京
国
民
政
府
の
臨
時
代
理
と
し
て
大
規
模
な
ポ
ン
ド
売
り

を
行
い
、
為
替
市
場
の
安
定
化
に
協
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｈ
Ｓ

Ｂ
Ｃ
は
中
国
中
央
銀
行
に
対
す
る
警
戒
を
持
ち
な
が
ら
、
南
京
国
民

政
府
に
対
し
て
は
協
力
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。

四

イ
ギ
リ
ス
の
借
款
案
と
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

中
国
が
外
国
銀
行
に
対
し
て
借
款
の
可
能
性
を
検
討
し
始
め
た
の

は
一
九
三
四
年
一
〇
月
頃
で
あ
る
。
借
款
は
、
主
に
①
イ
ギ
リ
ス
政

府
保
証
に
基
づ
か
な
い
債
券
発
行
。
②
イ
ギ
リ
ス
政
府
保
証
に
基
づ

く
債
券
発
行
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
を
中
心
に
検
討
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
イ
ギ
リ
ス
政
府
保
証
に
基
づ
か
な
い
債
券
発
行
案

民
間
借
款
案
の
最
初
の
構
想
の
一
つ
は
、「
諸
外
国
銀
行
が
共
同

し
て
約
五
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
資
金
を
集
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。
し
か

（

）
３３

（

）
３４

（

）
３５

し
、「
外
国
銀
行
の
資
金
力
、
組
織
力
お
よ
び
経
験
が
、
中
国
系
銀
行

の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
居
心
地
の
わ
る
い
も
の

で
あ
ろ
う
」。
こ
の
案
は
話
の
段
階
で
消
え
て
い
た
。

次
に
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
中
心
に
上
海
で
借
款
を
供
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
民
間
借
款
の
問
題
点
は
主
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
担
保
の
問
題

で
あ
る
。
中
国
系
銀
行
は
自
ら
所
有
し
て
い
る
ポ
ン
ド
建
証
券
や
、

不
動
産
を
担
保
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
中
国
系
銀
行

は
、
一
九
三
〇
年
代
に
上
海
租
界
の
社
債
発
行
に
お
い
て
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

が
引
受
の
主
幹
事
と
な
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

同
行
と
の
友
好
関
係
を
確
立
し
て
い
た
。
中
国
財
政
部
と
の
間
で
は

直
接
の
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
な
い
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
貝
祖
詒
（
中
国
銀

行
外
国
為
替
部
支
配
人
・
上
海
支
店
長
）、
李
銘
（
中
国
浙
江
興
業
銀
行

頭
取
・
中
国
銀
行
取
締
役
）
な
ど
の
中
国
系
銀
行
の
リ
ー
ダ
ー
を
通

じ
て
、
財
政
部
の
政
策
に
関
す
る
情
報
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
。
だ

が
、
中
国
系
銀
行
が
実
際
保
有
す
る
ポ
ン
ド
建
証
券
が
借
款
予
定
金

額
と
比
較
し
て
少
な
く
、
一
九
三
二
年
の
上
海
事
変
以
降
の
不
動
産

価
格
の
暴
落
に
よ
り
、
借
款
の
担
保
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
。
い
ま
一
つ
の
問
題
点
は
英
政
府
の
保
証
を
受
け
な
け
れ
ば
、

中
国
政
府
に
対
し
て
借
款
の
使
途
を
確
認
で
き
な
い
と
い
う
Ｈ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
側
に
と
っ
て
の
懸
念
で
あ
っ
た
。

（

）
３６

（

）
３７
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（
２
）
イ
ギ
リ
ス
政
府
保
証
に
基
づ
く
債
券
発
行
案

一
九
三
四
年
一
〇
月
に
、
中
国
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
保
証
の
政

府
借
款
を
検
討
し
た
。
関
税
税
務
司
の
メ
ー
ズM

aze

が
帰
国
す
る

際
に
、
一
億
五
千
万
ポ
ン
ド
の
借
款
を
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ロ
ン
ド
ン
支
店
の

ア
デ
ィ
スC

harles
A
ddis

に
持
ち
か
け
た
。
そ
こ
で
ア
デ
ィ
ス
は

金
額
を
一
五
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
中
国
が
金

融
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
借
款
金
額
は
時
期
に
よ
っ
て

変
わ
り
、
一
九
三
四
年
一
一
月
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
上
海
支
店
が
ま
と
め
た

借
款
案
で
は
金
額
二
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
し
た
。
同
行
は
中
国
の
国

際
収
支
赤
字
を
是
正
し
、
銀
平
衡
税
を
取
り
消
し
、
銀
を
世
界
市
場
の

価
格
で
取
引
で
き
る
よ
う
な
自
由
な
銀
本
位
制
に
戻
す
た
め
の
イ
ギ

リ
ス
政
府
に
よ
る
信
用
保
証
の
公
債
発
行
案
を
宋
子
文
に
提
案
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
借
款
案
は
最
初
か
ら
い
く
つ
か
の
障
害
が
あ
っ
た
。

第
一
は
借
款
の
保
管
問
題
で
あ
る
。
借
款
案
が
中
国
側
に
提
示
さ
れ

た
一
二
月
初
頭
に
財
政
部
長
の
孔
祥
煕
は
強
硬
に
反
対
し
た
。
外
国

銀
行
に
よ
る
資
金
保
管
に
反
対
す
る
と
い
う
孔
祥
煕
の
考
え
方
は
中

国
銀
行
の
貝
祖
詒
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
貝
祖

詒
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
「
資
金
を
中
国
銀
行
の
特
別
貯
蓄
室
に
保
管
す
る

よ
う
に
」
と
譲
歩
を
求
め
た
が
、「
こ
れ
に
譲
歩
す
れ
ば
、
外
国
銀
行

の
交
渉
力
が
弱
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
理
由
で
、
同
行
は
妥
協

（

）
３８

す
る
こ
と
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
同
年
一
二
月
半
ば
こ
ろ
は
、
同
行

は
ど
う
に
か
孔
祥
煕
の
合
意
を
得
て
、
宋
子
文
と
交
渉
を
続
け
た
。

宋
子
文
は
借
款
の
要
望
や
英
大
蔵
省
の
質
問
に
対
し
て
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

一
、
借
款
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
最
終
決
定
す
る

前
に
、
借
款
発
行
に
お
け
る
そ
の
他
の
金
融
的
・
技
術
的
障
害

が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
方
が
望
ま
し
い
。

二
、
自
由
な
銀
本
位
制
に
戻
れ
ば
、
国
際
収
支
赤
字
の
是
正
が

よ
り
長
い
時
間
か
か
る
こ
と
に
同
意
す
る
が
、
私
の
前
の
電
報

に
書
い
た
よ
う
に
、
自
由
な
銀
本
位
制
は
唯
一
可
能
な
コ
ー
ス

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
中
国
元
を
現
在
の
よ
う
に
人
為
的
に
低

い
価
値
に
維
持
す
る
と
い
う
英
大
蔵
省
が
好
む
や
り
方
は
、
信

頼
の
欠
如
及
び
銀
の
海
外
と
の
価
格
差
と
い
っ
た
点
に
よ
っ
て

銀
の
海
外
流
出
・
退
蔵
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
非
現
実
的
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
他
の
通
貨
と
リ
ン
ク
す
る
に
は
大
変
大

規
模
な
借
款
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

三
、
大
量
の
預
金
流
出
に
関
し
て
、
こ
れ
は
実
際
に
発
生
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
状
況
が
続
け
ば
、
こ

の
よ
う
な
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

四
、
海
外
へ
逃
避
し
た
資
本
の
再
流
入
に
関
し
て
、
上
海
で
は

（

）
３９
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巨
額
の
借
款
の
実
行
が
十
分
に
信
認
を
回
復
さ
せ
る
と
の
意
見

で
一
致
し
て
い
る
。

五
、
マ
ス
コ
ミ
の
悩
ま
し
い
う
わ
さ
を
防
ぐ
よ
う
に
〔
南
京
〕

政
府
に
要
請
し
た
。
外
国
の
武
器
購
入
に
つ
い
て
の
事
実
で
あ

る
が
、
財
政
部
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
年
間
二
〇
〇
〇
万
元
以
下

で
あ
る
。

だ
が
、
宋
子
文
の
以
上
の
返
答
は
英
大
蔵
省
を
説
得
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
同
行
上
海
支
店
長
の
推
測
通
り
、
英
大
蔵
省
は
宋
子
文

が
望
ん
で
い
た
借
款
案
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
英
大
蔵
省
は
中
国
経

済
を
金
融
恐
慌
か
ら
抜
け
出
さ
せ
る
に
は
管
理
通
貨
体
制
へ
の
移
行

が
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
、
そ
の
際
、
中
国
通
貨
は
英
ポ
ン
ド
と

リ
ン
ク
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
借
款
利
用
の
や
り
方
に

つ
い
て
も
双
方
に
大
き
な
溝
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

他
方
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
自
身
も
借
款
を
積
極
的
に
推
進
し
な
か
っ
た
。

借
款
金
の
保
管
問
題
の
ほ
か
、
借
款
に
適
切
な
担
保
が
な
い
こ
と
や

英
大
蔵
省
の
反
対
、
同
行
の
為
替
市
場
に
お
け
る
優
位
が
崩
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
懸
念
、
借
款
が
軍
事
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

な
ど
の
問
題
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。

特
に
、
同
行
に
と
っ
て
金
融
市
場
に
お
け
る
優
位
の
低
下
は
大
き

な
懸
念
で
あ
っ
た
。「
イ
ギ
リ
ス
政
府
保
証
借
款
の
二
〇
〇
〇
万
ポ

（

）
４０

（

）
４１

（

）
４２

ン
ド
の
〔
中
国
政
府
に
よ
る
〕
保
有
は
中
国
当
局
が
私
た
ち
を
粉
々

に
す
る
権
力
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
外
国
銀
行
は
外
貨
資
源
と
い
う
切
り
札
を
持
っ
て
い
る
。
同

じ
資
源
を
中
国
人
が
手
に
し
、
中
国
中
央
銀
行
が
こ
ち
ら
で
私
た
ち

に
対
し
て
好
き
な
よ
う
に
す
る
こ
と
を
許
し
て
し
ま
え
ば
、
私
た
ち

は
絶
望
的
に
不
利
益
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
」。
さ
ら
に
、

中
国
政
府
は
依
然
と
し
て
国
際
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
に
縛
ら
れ
、
外
国
に

よ
る
借
款
供
与
は
、
国
際
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
の
参
加
国
全
員
の
同
意
が

必
要
で
あ
る
が
、
日
本
人
は
獲
得
さ
れ
た
借
款
が
蒋
介
石
に
よ
っ
て

広
州
攻
撃
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
よ
う
な
の

で
、
日
本
側
の
反
対
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
英
大
蔵
省
の
案
に
対
し
て
、
ア
ー
サ
・
ソ
ル
タ
ー

A
rthur

Salter

を
通
じ
て
反
対
を
表
明
し
た
。「
大
蔵
省
に
中
国
政

府
に
よ
る
管
理
通
貨
制
が
実
用
的
で
は
な
い
こ
と
を
説
得
す
る
よ
う

に
さ
ら
に
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
危
機
の
際
に
印
刷
機
に
き
っ
と

頼
る
こ
と
に
な
る
。
金
融
財
政
面
に
お
い
て
抑
制
が
欠
如
し
て
い
る

事
例
が
多
か
っ
た
」。
実
際
一
九
三
五
年
三
月
ま
で
、
同
行
は
銀
本

位
制
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
つ
づ
け
、
英
大
蔵
省
の
案
に

賛
成
し
な
か
っ
た
。
英
大
蔵
省
が
最
終
的
に
ま
と
め
た
借
款
提
案
は
、

中
国
元
と
ポ
ン
ド
を
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
基
本
案
を
中
心
に
、
Ｈ
Ｓ

（

）
４３

（

）
４４

（

）
４５

（

）
４６
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Ｂ
Ｃ
と
宋
子
文
の
間
で
検
討
を
重
ね
た
草
案
を
大
幅
に
修
正
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
三
月
一
一
日
の
同
行
上
海
支
店
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
書
簡
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「（
宋
子
文

は
）
英
国
大
使
と
の
間
の
こ
れ
ま
で
の
や
り
取
り
は
公
式
的
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
一
両
日
間
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
中
国

政
府
に
公
式
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
と
話
し
た
。
私
た
ち
が
何
か

お
手
伝
い
で
き
な
い
か
と
訊
ね
た
が
、
彼
は
私
た
ち
〔
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
〕

に
よ
る
基
礎
工
事
が
す
で
に
行
わ
れ
た
と
公
式
に
認
め
た
。
こ
の
件

は
す
で
に
外
交
の
領
域
に
入
っ
た
。
そ
れ
が
現
れ
る
ま
で
私
た
ち
の

関
与
は
望
ま
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
」。

い
ろ
い
ろ
な
利
害
を
調
整
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
政

府
借
款
は
、
結
局
幣
制
改
革
が
行
わ
れ
る
一
九
三
五
年
一
一
月
ま
で

成
立
し
な
か
っ
た
。
借
款
に
関
す
る
交
渉
は
、
五
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
幣
制
改
革
が
行
わ
れ
た
後
の
一
九
三
七
年
半
ば
に
再
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

（
１
）
幣
制
改
革
の
計
画
案

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
政

（

）
４７

（

）
４８

五

イ
ギ
リ
ス
の
対
中
経
済
政
策
の
再
検
討

─
中
国
中
央
銀
行
の
再
編
を
中
心
に
─

（

）
４９

府
経
済
顧
問
で
あ
る
リ
ー
ス
・
ロ
ス
が
中
国
に
到
着
し
た
一
九
三
五

年
九
月
末
に
お
い
て
中
国
側
が
す
で
に
幣
制
改
革
の
基
本
案
を
作
成

し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
原
案
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
幣
制
改
革
原
案
の
全
文
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
上
海
支

店
長
の
頭
取
宛
の
書
簡
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
簡
で
は
、
同
計

画
案
の
こ
と
を
一
九
三
四
年
一
二
月
四
日
の
電
報
で
お
知
ら
せ
し
た

と
書
か
れ
て
お
り
、
同
改
革
案
の
作
成
が
輸
出
税
・
平
衡
税
が
導
入

さ
れ
た
直
後
の
一
九
三
四
年
一
一
月
頃
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
一
九
三
四
年
末
に
そ
れ
を
入
手

し
た
と
思
わ
れ
る
。
上
海
支
店
長
は
、
同
計
画
案
が
ア
メ
リ
カ
人
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
宋
子

文
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

で
は
、
計
画
書
の
全
文
を
紹
介
し
た
上
で
、
南
京
政
府
が
当
時
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
計
画
案
の
実
施
に

あ
た
っ
て
英
米
両
国
と
い
か
な
る
連
携
関
係
を
持
と
う
と
し
た
か
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

「
幣
制
改
革
の
計
画
案
（A

PRO
G
RA
M
M
E
FO
R
C
U
RRE
N
C
Y
RE
FO
RM

）

貿
易
収
支
の
赤
字
に
よ
る
こ
の
一
年
間
の
銀
輸
出
以
外
に
、
真
正

の
資
本
逃
避
も
こ
の
国
の
通
貨
準
備
を
減
ら
し
て
い
る
。

（

）
５０



52

し
か
し
、
私
た
ち
が
示
し
た
よ
う
に
、
貿
易
赤
字
は
一
九
三
三
年

以
降
徐
々
に
減
っ
て
き
た
が
、
最
近
の
資
本
逃
避
は
驚
く
ほ
ど
増
大

し
て
い
る
。
こ
の
国
の
通
貨
に
対
す
る
脅
威
を
解
決
す
る
基
本
的
な

手
段
は
国
内
の
軽
工
業
の
活
発
な
発
展
及
び
農
業
改
革
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
銀
政
策
に
よ
る
デ
フ
レ
の
圧
力
の
下
で
、
政
府
は
今

解
決
策
と
し
て
銀
輸
出
税
の
導
入
に
頼
っ
て
い
る
。

こ
の
措
置
が
主
張
さ
れ
た
目
的
に
有
効
で
な
い
こ
と
が
判
明
さ
れ

た
。
合
法
的
な
銀
輸
出
は
三
分
の
一
に
減
少
し
た
が
、
そ
れ
に
代

わ
っ
て
銀
の
密
輸
出
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
全
体
の
銀
輸
出
高
を
増
大
さ

せ
た
に
違
い
な
い
。
密
輸
出
す
る
た
め
の
銀
は
上
海
か
ら
華
南
・
華

北
へ
移
出
さ
れ
、
ま
た
退
蔵
す
る
た
め
の
銀
は
週
八
〇
〇
万
中
国
元

の
割
合
で
内
陸
諸
省
へ
移
出
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
は
中
国
元
の
安
定

し
た
価
値
を
維
持
す
る
こ
と
に
有
効
で
は
な
い
。
輸
出
税
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
そ
の
価
値
は
一
シ
リ
ン
グ
三
・
五
ペ
ン
ス
〔
＝
〇
・
〇
六

四
五
ポ
ン
ド
〕
か
ら
一
シ
リ
ン
グ
四
・
八
七
五
ペ
ン
ス
〔
＝
〇
・
〇
七

〇
三
ポ
ン
ド
〕
と
な
っ
た
。（
現
時
点
の
輸
出
税
は
一
四
％
で
あ
る
が
、

こ
の
税
率
も
上
昇
し
続
け
て
い
る
）。
中
国
通
貨
の
将
来
に
と
っ
て
、

銀
の
自
由
輸
出
よ
り
こ
の
措
置
自
体
が
一
貫
し
て
よ
り
強
力
な
脅
威

を
与
え
続
け
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
課
題
は
三
つ
あ
る
。

①
通
貨
パ
ニ
ッ
ク
を
阻
止
で
き
る
措
置
を
取
る
こ
と
。

②
退
蔵
の
目
的
で
銀
行
か
ら
銀
を
引
き
出
す
こ
と
を
阻
止
で
き
る

措
置
を
取
る
こ
と
。

③
銀
の
合
法
的
な
輸
出
及
び
非
合
法
的
な
輸
出
に
よ
る
資
本
逃
避

を
阻
止
で
き
る
措
置
を
取
る
こ
と
。

今
の
状
況
に
お
い
て
こ
の
銀
の
密
輸
出
は
、
政
府
が
そ
の
場
で
押

収
す
る
と
い
う
方
法
以
外
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
国
に
あ
る
す
べ
て
の
銀
ス
ト
ッ
ク
が
国

有
化
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
に
懸
念
さ
れ
る
。
内
陸
地
方
に
あ
る
銀
通

貨
は
押
収
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
措
置
は
銀
行
に
あ
る
す
べ
て
の
銀

ス
ト
ッ
ク
の
み
を
押
収
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
措
置
で
は
銀

行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
貿
易
取
引
が
紙
幣
通
貨
で
あ
る
が
、

国
内
取
引
は
銀
で
決
済
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な

弱
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
一
般
に
銀
の
存
在
が
銀
行
券
の
通
貨
価

値
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
状
況
で
は
次
の
措
置
の
導
入
を
提
案
し
た
い
。

銀
行
に
あ
る
す
べ
て
の
銀
ス
ト
ッ
ク
を
国
有
化
す
る
。
そ
れ
と
同

時
に
銀
行
に
提
示
さ
れ
た
銀
行
券
に
対
し
て
一
定
の
為
替
相
場
で
、

例
え
ば
、
一
〇
万
中
国
元
が
六
六
〇
〇
ポ
ン
ド
に
相
当
す
る
、
外
貨

を
売
却
す
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
付
け
る
。
さ
ら
に
こ
の
法
律
は
諸
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銀
行
が
銀
行
券
で
約
五
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
で
銀
を
買
い
付
け
る
こ
と

を
規
定
す
る
。
こ
う
し
た
措
置
は
銀
輸
出
税
の
継
続
に
よ
っ
て
守
ら

れ
、
銀
輸
出
の
海
関
収
入
で
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
支
出
す
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
パ
ニ
ッ
ク
が
阻
止
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
外
国

為
替
が
銀
行
券
と
固
定
相
場
で
自
由
に
兌
換
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

銀
を
プ
レ
ミ
ア
ム
で
買
い
付
け
る
こ
と
で
密
輸
出
は
最
も
有
効
に
阻

止
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
銀
の
銀
行
券
に
対
す
る
圧
力

も
有
効
に
阻
止
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
ら
な
く
て
も
実
質
的
に
緩

和
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
措
置
の
下
で
、
銀
行
は
外
貨
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
銀

行
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
銀
を
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

点
で
は
ア
メ
リ
カ
の
財
務
省
と
の
間
で
世
界
銀
市
場
に
よ
ら
な
い
買

い
上
げ
の
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
銀

行
券
の
担
保
が
輸
出
さ
れ
る
の
で
、
銀
行
券
の
発
行
準
備
を
規
定
す

る
法
律
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

①
法
的
な
固
定
相
場
で
金
を
準
備
と
す
る
。

②
外
国
に
お
け
る
金
通
貨
建
て
の
銀
行
信
用
。

③
銀
行
に
よ
っ
て
保
有
す
る
金
通
貨
建
て
の
商
業
手
形
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
提
案
さ
れ
た
措
置
は
造
幣
局
の
銀
貨
鋳
造
の
完

全
な
中
止
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
た
手
段
に
よ
っ
て
中
国
通
貨
は
次
第
に
ポ
ン
ド
に
ペ
ッ
グ

す
る
金
本
位
制
に
移
行
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
国
か
ら
よ
り
安
定
し
た

外
国
通
貨
へ
の
資
本
逃
避
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

補
助
銀
貨
を
改
革
す
る
に
は
、
補
助
銀
貨
に
対
す
る
輸
出
税
を
そ

の
額
面
価
値
と
同
等
の
価
値
に
な
る
よ
う
に
減
ら
す
こ
と
を
同
時
に

提
案
し
た
い
。

こ
う
し
た
措
置
の
下
で
銅
通
貨
は
こ
れ
ま
で
の
通
り
に
使
わ
れ
る
。

こ
の
通
貨
の
廃
止
は
将
来
の
課
題
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

〔
注
記
〕
こ
の
通
貨
改
革
案
は
、
中
国
国
民
経
済
を
よ
り
健
全
に

す
る
基
本
的
な
や
り
方
が
廃
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
移
行
期
に
当
た
っ
て
銀
行
券
に
強
い
圧
力
が
か
か
る
こ
と
な

く
実
施
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
妥
協
的
と
言
え
る

輸
出
税
措
置
を
取
っ
て
い
る
現
在
の
金
融
行
政
は
、
最
も
権
威
あ
る

金
融
専
門
家
に
依
頼
し
て
こ
の
計
画
案
を
巧
み
に
実
施
し
て
も
ら
う

べ
き
で
あ
る
と
信
じ
る
。」

こ
の
幣
制
改
革
の
計
画
案
は
、
次
の
六
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
①
輸
出
税
・
平
衡
税
措
置
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
幣
制
改
革

後
も
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
②
諸
銀
行
が
保

有
す
る
銀
を
国
有
化
す
る
こ
と
。
③
銀
行
券
の
外
貨
兌
換
。
中
国
元
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の
価
値
を
英
ポ
ン
ド
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
銀
行
券
の
発
行
準
備
を
金
、
あ
る
い
は
金
通
貨
建
て
金
融

債
権
に
す
る
こ
と
に
言
及
し
、「
中
国
通
貨
は
次
第
に
ポ
ン
ド
に

ペ
ッ
グ
す
る
金
本
位
制
に
移
行
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
が
一
九
三
一
年
に
金
本
位
制
か
ら
離
脱
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

英
ポ
ン
ド
と
の
リ
ン
ク
が
金
本
位
制
へ
の
移
行
と
捉
え
る
こ
と
を
見

る
と
ケ
メ
ラ
ー
博
士
の
提
案
の
主
旨
か
ら
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
米
国
へ
の
銀
売
却
。
実
際
一
九
三
四
年
一
一
月
に
す
で
に
米
国
財

務
省
と
の
間
で
一
九
〇
〇
万
中
国
元
の
売
却
協
定
が
結
ば
れ
た
の
で
、

米
国
政
府
に
よ
る
協
力
は
当
面
重
要
な
課
題
と
し
て
見
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
⑤
一
九
三
三
年
に
完
成
し
た
中
央
造
幣
局
の
廃
止
の
是

非
。
⑥
補
助
通
貨
に
関
す
る
問
題
な
ど
で
あ
る
。

原
案
の
注
記
に
書
き
記
さ
れ
た
「
最
も
権
威
あ
る
金
融
専
門
家
に

依
頼
し
て
こ
の
計
画
案
を
巧
み
に
実
施
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
」

こ
と
に
関
し
て
、
南
京
政
府
は
実
は
最
初
に
ア
メ
リ
カ
政
府
に
専
門

家
の
派
遣
を
依
頼
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
「
適
切
な
人
材
」
が

な
い
と
い
う
理
由
で
こ
の
場
合
の
特
別
な
専
門
家
の
発
遣
を
拒
否
し

た
経
緯
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
専
門
家
を
派
遣
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス

政
府
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
幣
制
改
革
は
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス

政
府
の
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
リ
ー
ス
・
ロ
ス
の
協
力
の
下
で
行

（

）
５１

（

）
５２

う
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）
幣
制
改
革
の
計
画
案
と
財
政
部
の
幣
制
改
革
布
告

で
は
、
こ
の
原
案
を
一
九
三
五
年
一
一
月
三
日
の
中
国
財
政
部
が

公
布
し
た
幣
制
改
革
案
と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
見

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
の
布
告
で
は
、
ま

ず
次
の
六
点
を
取
り
上
げ
た
。
①
中
国
中
央
銀
行
、
中
国
銀
行
、
交

通
銀
行
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
銀
行
券
を
法
的
な
支
払
い
手
段
と
す

る
。
銀
元
や
銀
塊
の
使
用
を
法
的
に
禁
止
す
る
こ
と
。
②
銀
行
券
発

券
指
定
銀
行
以
外
の
銀
行
に
よ
っ
て
以
前
に
発
行
さ
れ
た
銀
行
券
は

そ
の
ま
ま
流
通
で
き
る
が
、
同
日
以
降
に
新
た
に
発
行
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
。
③
通
貨
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
。
④
諸
銀
行
、

企
業
、
民
間
・
公
的
機
関
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
銀
貨
、
銀
塊
を

通
貨
準
備
委
員
会
や
委
員
会
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
銀
行
に
法
的
支

払
手
段
の
銀
行
券
と
額
面
価
格
で
交
換
す
る
こ
と
。
⑤
契
約
上
に
お

け
る
銀
建
て
の
す
べ
て
の
債
務
は
同
額
面
価
値
で
弁
済
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。
⑥
現
在
の
為
替
水
準
の
安
定
性
を
維
持
す
る
た
め
に

中
国
中
央
銀
行
、
中
国
銀
行
、
交
通
銀
行
が
外
貨
を
無
制
限
に
売
買

す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
さ
ら
に
銀
行
制
度
に
係
わ
る
改
革
案
も
書
か

れ
て
い
る
。
中
国
中
央
銀
行
を
「
諸
銀
行
の
銀
行bankers’bank

」

（

）
５３
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と
し
て
組
織
再
編
す
る
こ
と
、
不
動
産
業
務
を
担
当
す
る
特
別
な
金

融
機
関
の
設
立
な
ど
を
合
わ
せ
て
記
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
先
に
検
討
し
た
原
案
が
幣
制
改
革
の
基
本
的
な
方

向
性
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
外
国
銀
行
の
銀
の
処
理
に
関
し
て
は
、
リ
ー
ス
・
ロ

ス
は
在
中
国
の
英
系
銀
行
自
ら
が
保
有
す
る
銀
を
南
京
政
府
に
引
き

渡
す
よ
う
に
英
国
国
王
の
命
令
を
発
し
た
。
し
か
し
銀
と
紙
幣
の
交

換
率
や
南
京
政
府
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
対
す
る
債
務
の
未
払
い
問
題
な
ど

で
日
本
以
外
の
外
国
銀
行
の
銀
供
出
が
一
九
三
六
年
一
月
、
幣
制
改

革
が
行
わ
れ
た
約
二
カ
月
後
に
行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
原
案
に
書
か
れ
て
い
な
い
「
中
国
中
央

銀
行
の
再
編
問
題
」
で
あ
る
。
中
国
に
訪
問
す
る
前
の
一
九
三
五
年

七
月
初
め
に
、
リ
ー
ス
・
ロ
ス
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
モ
ン
タ

ギ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ン
に
対
す
る
質
問
状
の
中
で
、
中
国
中
央
銀
行
の

再
編
が
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。「
同
行
の
再
編
に

関
し
て
、
ど
う
い
う
条
件
を
要
求
す
べ
き
か
、
ま
た
ど
の
程
度
ま
で

外
国
か
ら
の
統
制
が
加
え
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
の
助
言
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ノ
ー
マ
ン
の
返
事
は
、

「
中
央
銀
行
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
助
言
者
」
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
借

款
の
前
提
条
件
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
留
め
た
が
、
実
際
、
イ
ン
グ

（

）
５４

ラ
ン
ド
銀
行
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
シ
リ
ア
ル
・
ロ
ー
ジ
ャ
スC

yril

R
ogers

は
リ
ー
ス
・
ロ
ス
の
中
国
訪
問
の
際
に
同
行
し
、
リ
ー
ス
・

ロ
ス
が
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
た
後
に
も
中
国
に
滞
在
し
、
一
九
四
二

年
に
至
る
ま
で
中
国
で
金
融
顧
問
を
務
め
た
。
幣
制
改
革
が
実
施
さ

れ
る
約
一
カ
月
前
の
一
〇
月
四
日
、
宋
子
文
か
ら
渡
さ
れ
た
計
画
案

が
書
か
れ
た
覚
書
を
読
ん
だ
リ
ー
ス
・
ロ
ス
は
中
国
中
央
銀
行
の
中

央
政
府
か
ら
の
独
立
が
言
及
さ
れ
て
い
る
部
分
を
批
判
し
、
中
国
中

央
銀
行
の
独
立
性
を
守
る
た
め
の
人
事
制
度
案
を
提
案
し
た
。
こ
の

よ
う
に
中
国
中
央
銀
行
の
中
央
準
備
銀
行
へ
の
再
編
を
幣
制
改
革
の

公
布
に
含
め
る
こ
と
は
リ
ー
ス
・
ロ
ス
の
積
極
的
な
関
与
に
よ
っ
て

実
現
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
国
中
央
銀
行
の
再
編
に
つ
い
て
、
財
政
部
長
の
孔
祥
熙
が
一
九

三
六
年
初
頭
に
委
員
会
を
組
織
し
、
宋
子
良
を
含
め
た
三
人
の
中
国

人
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ロ
ー
ジ
ャ
ス
、
財
政
部
の
ア
メ
リ
カ
人

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
リ
ン
チ
と
ヤ
ン
グ
が
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。
委

員
会
の
構
成
は
あ
た
か
も
中
国
通
貨
制
度
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
の
縮

図
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
こ
れ
ま
で
南
京
政
府
の
財

政
部
で
発
言
力
が
大
き
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
を
牽
制
し
、
ロ
ン
ド
ン

の
利
害
を
代
弁
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
南
京
政
権
へ
の
直
接
な
参
加

を
確
保
し
た
。

（

）
５５
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一
九
三
六
年
に
提
出
さ
れ
た
中
国
中
央
準
備
銀
行
案
で
は
、
政
府

か
ら
の
独
立
性
を
高
め
る
た
め
に
同
行
の
株
式
所
有
構
成
を
す
べ
て

の
政
府
保
有
か
ら
諸
銀
行
や
一
般
大
衆
の
所
有
へ
と
変
更
す
る
こ
と
、

資
本
金
を
一
〇
億
中
国
元
か
ら
五
億
に
減
ら
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
法
律
で
決
め
ら
れ
た
法
幣
の
発
券
準
備
は
六
〇
％
と
高
い
が
、

預
金
に
対
し
て
は
ま
っ
た
く
規
定
が
な
い
の
で
、
同
案
で
は
紙
幣
発

行
高
と
預
金
高
の
合
計
額
の
四
〇
％
に
あ
た
る
準
備
を
法
的
に
義
務

付
け
た
。

一
九
三
七
年
半
ば
、
中
国
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
通
貨
の
安
定
化

及
び
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
借
款
に
関
す
る
交
渉
が
再
開
さ

れ
た
。
借
款
金
額
は
一
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
か
ら
二
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド

で
あ
る
。
借
款
と
中
央
準
備
銀
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス

側
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
二
つ
の
条
件
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
中
央
準
備
銀
行
の
創
設
が
借
款
供
与
よ
り
先
に
行
わ
れ
た

こ
と
、
第
二
に
、
借
款
金
の
使
用
は
、
中
央
準
備
銀
行
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
ロ
ー
ジ
ャ
ス
の
就
任
が
予
定
さ
れ
て
い
た
）
の
同
意
の
も
と
で

行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
で
見
た
中
央
銀
行
の
強

化
策
及
び
四
で
見
た
英
側
の
借
款
に
対
す
る
懸
念
問
題
が
中
国
に
派

遣
さ
れ
た
ロ
ー
ジ
ャ
ス
の
任
務
に
よ
っ
て
、
解
決
の
糸
口
を
見
出
し

た
の
で
あ
る
。

（

）
５６

（

）
５７

お
わ
り
に

幣
制
改
革
に
よ
り
、
管
理
通
貨
体
制
を
導
入
し
た
中
国
の
通
貨
は
、

米
ド
ル
と
英
ポ
ン
ド
の
両
方
に
リ
ン
ク
す
る
形
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
へ
の
大
量
の
銀
塊
売
却
に
よ
っ
て
中
国
中
央
銀
行
は
豊
富
な
外
貨

資
産
を
保
有
し
た
。
一
九
三
七
年
六
月
末
、
中
国
の
金
・
銀
・
外
貨

資
産
は
三
億
七
九
〇
〇
万
米
ド
ル
に
達
し
た
。
こ
れ
は
中
国
の
紙
幣

発
行
高
の
約
六
七
％
に
当
た
る
金
額
で
あ
る
。
こ
う
し
た
通
貨
準
備

は
、
四
五
〇
〇
万
米
ド
ル
相
当
の
金
、
七
四
〇
〇
万
米
ド
ル
の
米
ド

ル
銀
行
預
金
、
九
二
〇
〇
万
米
ド
ル
相
当
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
ポ
ン
ド

建
て
資
産
及
び
一
億
六
八
〇
〇
万
米
ド
ル
相
当
の
銀
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
英
米
両
国
が
幣
制
改
革
及
び
そ
の
後
の
通

貨
運
営
に
お
い
て
ほ
ぼ
対
等
に
関
与
し
た
と
い
う
こ
と
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
銀
行
セ
ク
タ
ー
を
見
て
も
、
こ
う
し
た
英
米
両
国
の

「
対
等
的
な
関
与
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
幣
制
改
革
に
至
る

ま
で
の
一
連
の
過
程
の
中
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
含
め
た
外
国
銀
行
の
中

国
為
替
市
場
に
お
け
る
地
位
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
た
。
外
国
銀
行

の
地
位
低
下
は
、
南
京
国
民
政
府
が
外
国
銀
行
に
対
し
て
為
替
制
限

あ
る
い
は
貿
易
制
限
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な

（

）
５８
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い
。
た
だ
、
中
国
経
済
が
悪
化
す
る
中
で
、
中
国
中
央
銀
行
の
権
限

が
逆
に
絶
え
ず
強
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
外
国
銀
行
が
自
由
に
行
な
え

た
金
銀
の
輸
出
入
は
や
が
て
中
国
中
央
銀
行
の
特
権
と
な
り
、
そ
う

し
た
特
権
に
基
づ
い
て
、
中
国
中
央
銀
行
は
中
国
経
済
が
深
刻
な
不

況
に
陥
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
速
な
規
模
拡
大
に
成
功
し
た
。

中
国
中
央
銀
行
に
対
す
る
一
連
の
強
化
策
は
中
国
財
務
省
に
助
言
を

与
え
た
ア
メ
リ
カ
人
の
金
融
顧
問
の
「
画
策
」
に
よ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
イ
ギ
リ
ス
側
も
顧
問
を
派
遣
し
ア
メ
リ
カ
と
対
等
に
中
国
の
銀

行
政
策
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
中
経
済
政
策
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の

金
融
利
害
に
基
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
拡
大
を
牽
制
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
顧

問
は
、
そ
の
後
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
共
に
、
幣
制
改
革
以
降
の
中
国
通
貨
管

理
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
中
国
経
済
政
策
推
進

の
核
心
的
な
存
在
と
な
っ
た
。

（
１
）

Letter
of
the
M
anager

of
the
Shanghai

B
ranch

of
the

C
hartered

B
ank
ofIndia,A

ustralia
and
C
hina

to
the
C
hief

M
anager

ofthe
B
ank,23

A
pril,1937,M

228

（
麦
加
利
銀
行

史
料
、
中
国
上
海
社
会
科
学
院
経
済
研
究
所
中
国
企
業
史
中
心
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
）。

（
２
）
こ
の
時
期
に
関
し
て
はK

ing,Frank
H
.H
.,the

H
istory

of
the
H
ongkong

and
Shanghai

B
anking

C
orporation,

V
ol3:

the
H
ongkong

B
ank

betw
een

the
W
ars
and

the
B
ank

Interned,
1919

-1945 ,
C
am
bridge

U
niversity

Press,
1988

で
あ
る
。

（
３
）

Ibid.,p.407.

（
４
）
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
中
国
金
融
の
発
展
一
般
に
関
し
て
、

Linsun
C
heng,

B
anking

in
M
odern

C
hina:

E
ntrepreneurs,

Professional
M
anagers,

and
the
D
evelopm

ent
of
C
hinese

B
anks,1897

-1937,C
am
bridge

U
niversity

Press,2003

、
李

一
翔
『
近
代
中
国
銀
行
與
企
業
的
関
係
（1897-1945

）』（
東
大
図

書
公
司
、
一
九
九
七
年
）、
呉
景
平
主
編
『
上
海
金
融
業
与
国
民
政

府
関
係
研
究
（1927-1937

）』（
上
海
財
経
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
）、
呉
景
平
・
馬
長
林
『
上
海
金
融
的
現
代
化
与
国
際
化
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
李
一
翔
『
近
代
中
国
銀
行

与
銭
荘
関
係
研
究
』（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

中
国
銀
行
に
関
し
て
、
姚
崧
齡
『
中
国
銀
行
二
十
四
年
発
展
史

（
民
国
元
年
至
二
十
四
年
）』（
伝
記
文
学
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）、

中
国
銀
行
総
行
・
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
『
中
国
銀
行
行
史
資
料

匯
編：

上
編
（
一
九
一
二
─
一
九
四
九
年
）』（
档
案
出
版
社
〔
南

京
〕、
一
九
九
一
年
）、
中
国
銀
行
行
史
編
集
部
『
中
国
銀
行
上
海

分
行
史
（
一
九
一
二
年
至
一
九
四
九
年
）』（
経
済
科
学
出
版
社
、

一
九
九
一
年
）、
毛
知
礪
『
張
嘉
璈
與
中
国
銀
行
的
経
営
與
発
展
』

（
国
史
館
〔
台
湾
〕、
一
九
九
六
年
）、
董
昕
「
中
国
銀
行
上
海
分
行

研
究
（
一
九
一
二
年
─
一
九
三
七
年
）」（
復
旦
大
学
博
士
論
文
、
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二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
中
央
銀
行
に
関
し
て
、
劉
慧
宇

『
中
国
中
央
銀
行
研
究
（
一
九
二
八
～
一
九
四
九
）』（
中
国
経
済

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
洪
葭
管
編
『
中
央
銀
行
史
料
（1928.

11-1949.5

）』（
中
国
金
融
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
さ
ら
に
、

外
国
銀
行
に
関
し
て
は
、
汪
敬
虞
『
外
国
資
本
在
近
代
中
国
的
金

融
活
動
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
が
、
同
書
は
一

九
二
七
年
に
至
る
ま
で
の
外
国
銀
行
の
金
融
活
動
に
つ
い
て
の
分

析
で
あ
り
、
一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。

（
５
）
例
え
ば
、
卓
遵
宏
『
中
国
近
代
幣
制
改
革
史
（1887-1937

）』

（
国
史
館
〔
台
湾
〕、
一
九
八
六
年
）、
浜
下
武
志
「
中
国
幣
制
改
革

と
外
国
銀
行
」（『
現
代
中
国
』
第
五
八
号
、
一
九
八
四
年
）
が
そ

れ
に
当
た
る
。
幣
制
改
革
と
在
中
国
の
外
国
銀
行
を
真
正
面
か
ら

論
じ
る
浜
下
武
志
氏
は
、
幣
制
改
革
に
至
る
ま
で
の
数
年
間
の
中

国
金
融
市
場
の
構
造
変
化
を
十
分
に
把
握
し
た
と
は
言
え
な
い
。

（
６
）
こ
こ
で
は
、
近
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

例
え
ば
、
野
沢
豊
編
『
中
国
の
幣
制
改
革
と
国
際
関
係
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）、
久
保
亨
『
戦
間
期
中
国
〈
自
立
へ
の

模
索
〉』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、
秋
田
茂
『
イ
ギ
リ

ス
帝
国
と
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

三
年
）、
城
山
智
子
「
上
海
金
融
恐
慌
（
一
九
三
四
年
─
一
九
三
五

年
）
に
関
す
る
一
考
察
─
国
際
・
国
内
市
場
連
関
と
市
場
・
政
府

関
係
の
視
角
か
ら
─
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
五
八
巻
二
号
、
一
九

九
九
年
）。Stephen

Lyon,E
ndicott,D

iplom
acy
and
E
nterprise:

B
ritish

C
hina

Policy,
1933

-37,
U
niversity

of
B
ritish

C
olum

bia
Press,1977,T

om
oko
Shiroyam

a,C
hina

D
uring

the
G
reat

D
epression:

M
arket,

State,
and

the
W
orld

E
conom

y,1929
-1937,H

arvard
U
niversity

Press,2008.

（
７
）

A
rthur

N
.
Y
oung,

C
hina’s

W
artim

e
F
inance

and
Inflation,

1937
-1945,

H
arvard

U
niversity

Press,
1965,

p.
191.

（
８
）
本
論
文
に
利
用
さ
れ
て
い
る
香
港
上
海
銀
行
の
内
部
資
料
は
、

ロ
ン
ド
ン
に
あ
るH

SB
C
G
roup

A
rchives

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ア
ー
キ
ビ
ス
トE

dw
in
G
reen

を
は
じ
め
と
す
る
方
々
の
協
力
に
、

ご
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
９
）
こ
の
部
分
は
主
にFrank

M
.
T
am
agna,

B
anking

and
F
inance

in
C
hina,Institute

of
Pacific

R
elations,1942

の
第

二
章
及
び
第
六
章
に
基
づ
い
て
い
る
。

（

）
上
海
外
国
為
替
銀
行
協
会
の
前
身
はE

xchange
B
ankers

’

１０

A
ssociation

で
あ
る
。
同
協
会
は
遅
く
と
も
一
八
八
〇
年
代
初

頭
に
ロ
ン
ド
ン
に
設
置
さ
れ
、
会
員
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
に
本
支
店

を
持
つ
ア
ジ
ア
に
業
務
を
展
開
し
て
い
る
為
替
銀
行
の
相
互
間
の

競
争
を
制
限
し
、
利
害
を
守
る
カ
ル
テ
ル
組
織
で
あ
る
。
同
協
会

の
一
八
八
〇
年
代
の
協
定
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
香
港
上
海
銀
行
ロ

ン
ド
ン
支
店
一
八
七
五
─
九
〇
年
」（
西
村
閑
也
・
赤
川
元
章
・

鈴
木
俊
夫
編
『
国
際
銀
行
と
ア
ジ
ア
』
慶
応
大
学
出
版
、
二
〇
〇

九
年
出
版
予
定
）。
同
協
会
の
上
海
で
の
設
立
は
遅
く
て
も
一
九

一
二
年
七
月
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（

）
「
上
海
国
際
銀
銭
公
会
」
の
設
置
過
程
に
つ
い
て
は
何
品
「
試

１１
述
近
代
上
海
中
外
銀
銭
業
三
方
的
互
動
関
係
─
以
上
海
中
外
銀
銭

業
連
合
会
之
籌
建
為
中
心
（
一
九
二
一
─
一
九
二
九
年
）─
」（
呉
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景
平
・
馬
長
林
編
『
上
海
金
融
的
現
代
化
与
国
際
化
』
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
詳
し
い
。

（

）
当
時
の
中
国
に
は
、
銭
荘
と
い
う
土
着
金
融
機
関
が
依
然
と
し

１２
て
大
き
な
勢
力
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
銭
荘
の
こ
と
を
捨

象
す
る
。
銭
荘
に
つ
い
て
は
中
国
人
民
銀
行
上
海
分
行
『
上
海
銭

荘
史
料
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
六
〇
年
）
を
参
照
。

（

）

C
heng,op.cit.,pp.69-70.

１３
（

）
中
国
銀
行
は
、
一
九
〇
六
年
に
戸
部
銀
行
と
い
う
名
前
で
設
立

１４
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
大
清
銀
行
に
改
称
さ
れ
、
中
国
の
中
央
銀
行

と
し
て
発
足
し
た
が
、
実
質
上
は
商
業
銀
行
と
し
て
営
ん
で
い
た
。

民
国
成
立
以
降
、
大
清
銀
行
は
清
算
さ
れ
、
中
国
銀
行
が
開
設
さ

れ
た
。

（

）
交
通
銀
行
は
、
一
九
〇
七
年
に
日
本
興
業
銀
行
に
範
を
採
り
、

１５
航
運
、
鉄
道
、
電
信
、
郵
便
の
四
つ
の
交
通
分
野
か
ら
得
た
収
入

を
管
理
し
、
実
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
実
際
上
は
中
国
銀
行
と
同
じ
く
商
業
銀
行
と
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
た
。

（

）
一
九
二
二
か
ら
四
一
年
に
至
る
ま
で
の
香
港
ド
ル
と
中
国
元
と

１６
の
間
の
為
替
相
場
に
つ
い
て
、C

.F.Joseph
T
om
,the

E
ntrepot

T
rade

and
the
M
onetary

Standards
of
H
ong
K
ong,

1842
-

1941,H
ong
K
ong,1964,p.153,appendix

16

を
参
照
。

（

）

A
rthur

N
.Y
oung,C

hina’s
N
ation-building

E
ffort,

1929
-

１７

1937:
the

F
inancial

and
E
conom

ic
R
ecord,

H
oover

Institution
Press,1971,p.284.

（

）

Ibid.,p.274.

１８

（

）
ロ
ン
ド
ン
市
場
で
ポ
ン
ド
建
て
中
国
債
の
購
入
高
は
一
九
二
九

１９
年
に
七
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
七
九
六
万
八
〇
〇
〇
元
）、
一
九
三
〇

年
に
一
五
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
二
四
四
〇
万
元
）、
一
九
三
一
年
に

一
六
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
三
二
一
九
万
四
〇
〇
〇
元
）
と
な
っ
て
い

る
。
姚
崧
齢
、
前
掲
書
、
一
二
三
頁
。

（

）

T
am
agna,op.cit.,p.126.

２０
（

）
徳
永
清
行
『
支
那
中
央
銀
行
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
二
年
）、

２１
二
七
一
～
二
七
三
頁
を
参
考
。

（

）
国
民
政
府
は
、
一
九
三
三
年
四
月
六
日
に
「
廃
両
改
元
」
を
実

２２
施
し
た
際
に
、
中
央
造
幣
局
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
廠
条
以
外
の

銀
塊
の
輸
出
に
対
し
て
従
価
の
二
・
二
五
％
の
輸
出
税
を
課
し
た
。

一
九
三
四
年
一
〇
月
一
五
日
、
財
政
部
の
命
令
で
は
、「（
一
）銀

貨
幣
ま
た
は
い
か
な
る
形
状
の
銀
に
対
し
て
も
従
価
の
百
分
の
十

の
輸
出
税
を
課
す
。（
二
）但
し
、
銀
本
位
幣
及
び
廠
条
に
対
し
て

は
鋳
造
費
の
二
・
二
五
％
を
控
除
し
て
正
味
七
・
七
五
％
と
す
る
。

（
三
）銀
塊
・
元
宝
（
馬
蹄
銀
）
及
び
そ
の
他
の
銀
類
に
は
従
来
の

二
・
二
五
％
の
ほ
か
に
七
・
七
五
％
を
加
え
て
一
〇
％
を
徴
収
す

る
こ
と
。〔
以
上
に
対
し
て
は
さ
ら
に
税
額
の
〇
・
一
三
に
相
当

す
る
付
加
税
と
黄
浦
江
浚
渫
税
と
が
付
加
さ
れ
た
〕。（
四
）も
し

ロ
ン
ド
ン
の
銀
価
に
よ
っ
て
換
算
す
る
上
海
の
為
替
相
場
の
比
価

と
、
中
央
銀
行
が
当
日
肯
定
し
た
為
替
相
場
と
に
差
額
の
あ
る
時

は
、
そ
の
差
額
か
ら
前
記
の
輸
出
税
を
控
除
す
る
。
逆
に
不
足
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
不
足
額
を
平
衡
税
と
し
て
追
加
徴
収
す
る
。」

濱
田
峰
太
郎
『
中
国
最
近
金
融
史
─
支
那
の
通
貨
・
為
替
・
金
融

─
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
三
六
年
）、
三
五
一
～
三
五
二
頁
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を
参
考
。

（

）
濱
田
峰
太
郎
、
前
掲
書
、
三
四
九
頁
。

２３
（

）
「
中
国
諸
銀
行
の
身
動
き
が
取
れ
な
い
状
態
が
彼
ら
の
反
対
を

２４
弱
め
た
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
こ
れ
ま
で
銀
の
自

由
輸
出
へ
の
介
入
が
絶
対
に
中
国
貿
易
に
害
を
与
え
る
に
違
い
な

い
と
い
う
私
の
意
見
に
賛
成
し
た
。
政
府
の
声
明
が
発
表
さ
れ
た

そ
の
日
の
朝
、
貝
〔
祖
詒
〕
が
全
力
を
あ
げ
て
い
か
な
る
制
限
策

の
導
入
も
回
避
す
る
よ
う
に
私
に
保
証
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

…
…
」。（H

SB
C
G
roup

A
rchives,

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
(Shanghai

B
ranch)

to
G
rayburn

(C
hief

M
anager,

H
ongkong

H
ead
O
ffice),

27
O
ct,
1934,

〔
以
下

H
SB
C
G
roup

A
rchives

を
省
略
〕）。

（

）

SH
G
644,letter

from
H
enchm

an
to
H
ughes

(N
ew
Y
ork

２５

O
ffice)

12
A
pr,1934.

中
国
中
央
銀
行
の
自
己
利
益
に
対
す
る
非

難
の
言
葉
は
次
の
書
簡
に
も
見
ら
れ
る
。「
中
国
中
央
銀
行
は
で

き
る
だ
け
使
え
る
資
本
を
動
員
し
て
現
在
の
状
況
を
自
分
に
有
利

に
す
る
よ
う
で
あ
る
。
…
…
こ
の
国
の
一
般
福
祉
は
彼
ら
自
身
の

権
限
や
収
益
源
泉
と
比
べ
て
彼
ら
に
と
っ
て
な
ん
で
も
な
い
」

（SH
G
644,letter

from
H
enchm

an
to
G
rayburn,27

A
ugust,

1934

）。

（

）

SH
G
644,

telegram
from

B
arnes

(London
O
ffice)

to

２６

G
rayburn

(C
hief

M
anager,

H
ongkong

H
ead

O
ffice),

9
N
ov,1934

）.

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

11
D
ec,

２７

1934.

ま
た
、SH

G
644,letter

from
H
enchm

an
to
G
rayburn,

27
O
ct,1934

で
も
同
じ
論
調
が
み
ら
れ
る
。

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

21
O
ct,

２８

1934.

（

）

Y
oung,C

hina’s
N
ation-building

E
ffort,p.338.

２９
（

）

Ibid.,p.341.

３０
（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

15
D
ec,

３１

1934.

（

）

Parks
M
.
C
oble,

JR
.,
T
he
Shanghai

C
apitalists

and
the

３２

N
ationalist

G
overnm

ent,
1927

-1937,
H
arvard

U
niversity

Press,1980,p.208.

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

5
A
pril,

３３

1935.

（

）
濱
田
峰
太
郎
、
前
掲
書
、
三
五
七
～
三
五
八
頁
。

３４
（

）

K
ing,op.cit.,p.412.

３５
（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

10
N
ov,

３６

1934.

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

12
N
ov,

３７

1934.

（

）

SH
G
644,

telegram
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

15

３８

N
ov,1934.

ま
たK

ing,op.cit.,p.410.

（

）
「
後
者
〔
貝
祖
詒
〕
が
私
に
孔
祥
煕
が
彼
に
南
京
か
ら
の
連
絡

３９
を
見
せ
、
そ
こ
に
は
私
た
ち
の
計
画
を
「
お
そ
ろ
し
い
」
と
書
い

て
あ
っ
た
。
…
…
最
大
の
反
対
は
外
国
銀
行
に
資
金
を
保
管
す
る

こ
と
で
あ
る
。
貝
は
私
に
資
金
を
中
国
銀
行
の
特
別
貯
蓄
室
に
保

管
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
当
行
が
先
取
特
権
を
持
つ
よ
う
に
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説
得
し
た
…
…
し
か
し
こ
れ
は
私
た
ち
が
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
安
全
措
置
で
あ
り
、
こ
の
点
を
妥
協
す
れ
ば
、
…
…
私
た
ち
の

関
与
は
大
幅
に
弱
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
」（SH

G
644,pp.797-

801,H
enchm

an
to
G
rayburn,11

D
ec,1934

）。

（

）
宋
子
文
は
英
大
蔵
省
に
対
す
る
返
信
を
同
行
上
海
支
店
長
に
見

４０
せ
た
（SH

G
644,

telegram
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

12
January,1935

）。

（

）
「
宋
は
当
行
に
対
し
て
借
款
の
使
い
方
に
関
し
て
英
大
蔵
省
に

４１
受
け
入
れ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
作
成
に
期
待
し
す
ぎ
る
傾
向
が
あ

る
」（SH

G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

23
Jan,1935

）。

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

11
D
ec,

４２

1934.

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

19
Jan,

４３

1935.

（

）
ま
た
、
一
九
三
五
年
四
月
、「
そ
も
そ
も
推
進
す
る
の
が
困
難

４４
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
強
烈
な
反
対
で
ほ
と

ん
ど
希
望
が
な
い
。」（SH

G
644,

pp.
943-44,

H
enchm

an
to

G
rayburn,5

A
pril,1935

）。

（

）
ア
ー
サ
・
ソ
ル
タ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
、
経
済
学
者
で
あ

４５
る
。
国
際
連
盟
の
経
済
金
融
部
門
の
部
長
を
就
任
し
た
際
に
中
国

政
府
の
要
請
を
受
け
、
一
九
三
〇
年
、
三
一
年
の
二
年
間
に
中
国

で
の
金
融
・
財
政
に
関
す
る
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
中

国
に
滞
在
し
た
。

（

）

SH
G
644,

letter
from

H
enchm

an
to
G
rayburn,

21
Feb,

４６
1934.

（

）SH
G
644,letter

from
H
enchm

an
to
G
rayburn,11

M
arch,

４７

1935.

（

）SH
G
644,pp.943-44,letter

from
H
enchm

an
to
G
rayburn,

４８

5
A
pril,1935.

（

）
国
民
政
府
の
財
政
顧
問
ヤ
ン
グ
が
中
国
を
訪
問
し
た
リ
ー
ス
・

４９
ロ
ス
の
改
革
構
想
に
提
出
し
た
メ
モ
が
一
九
三
五
年
春
か
ら
夏
に

か
け
て
作
成
さ
れ
た
（
久
保
亨
、
前
掲
書
、
一
九
七
頁
）。

（

）
こ
の
草
案
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
漏
え
い
さ
れ

５０
た
の
は
為
替
市
場
を
操
作
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
同
行
が
見
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
同
計
画
案
の
骨
子
は
市
場
関
係
者
に
周
知
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（SH

G
644,

letter
from

H
enchm

an
to

G
rayburn,14Jan,1935

）。

（

）
野
沢
、
前
掲
書
、
一
八
三
頁
。

５１
（

）
幣
制
改
革
が
行
わ
れ
た
直
後
で
も
孔
は
中
国
が
銀
本
位
制
を
廃

５２
止
す
る
の
で
は
な
く
、
銀
貨
の
使
用
を
一
時
中
止
す
る
と
声
明
し

た
。
造
幣
局
は
依
然
と
し
て
銀
行
券
の
準
備
と
し
て
の
銀
貨
を
鋳

造
し
て
い
る
（Y

oung,C
hina’sN

ation-building
E
ffort,p.241

）。

（

）

Ibid.,p.484,A
ppendix

16

を
参
考
。

５３
（

）
秋
田
、
前
掲
書
、
二
七
〇
～
二
七
一
頁
。

５４
（

）

T
om
oko
Shiroyam

a,p.179.
５５

（

）
Y
oung,C

hina’s
N
ation-building

E
ffort,pp.271,273-74.

５６
（

）
Ibid.,p.373.

５７
（

）

A
rthur

N
.
Y
oung,

C
hina

and
the
H
elping

H
and,

1937
-

５８

1945,H
arvard

U
niversity

Press,1963,p.7.
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［
付
記
］
本
論
文
は
二
〇
〇
八
年
九
月
二
四
日
に
行
な
わ
れ
たZushi

InternationalB
anking

H
istory

C
onference

に
お
い
て
筆
者
の

行
な
っ
た
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
入
江
恭

平
先
生
を
は
じ
め
、
出
席
さ
れ
た
方
々
か
ら
有
益
な
示
唆
を
受
け
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
し
う

ま
ん
は
ん
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
、

同
大
学
非
常
勤
講
師
）


